
研
究
ノ

l
卜

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

(
二
・
ウ
)
冗
〉

高

I甫

忠

彦

日

次

第
三
節
カ
ヴ
ァ
l
ス
ヴ
7
文
書

第
四
節
一
八
三
三
年
の
特
別
委
員
会
報
告
書

小
括
〈
以
上
本
号
)

序第
一
章
利
潤
率
に
関
す
る
学
説
史
的
検
討

第
一
節
利
子
率
と
利
潤
率
・

第
二
節
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

第
三
節
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
リ
カ
ー
ド
ウ

第
二
章
利
潤
率
概
念

第
一
節
マ
ル
ク
ス
の
利
潤
率

第
二
節
一
般
的
利
潟
率
(
以
上
第
三
三
巻
第
四
号
)

第
三
章
個
別
企
業
の
事
例
研
究

第
一
節
「
ピ
ュ
ウ
ド
リ
相
場
」

第
二
節
ア
ル
ピ
ュ
ア
ン
製
粉
所

第
三
章

個
別
企
業
の
事
例
研
究

第
一
章
・
第
二
章
に
お
け
る
一
応
の
学
説
史
的
検
討
を
終
え
た
現
在
、

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
、
個
別
企
業
に
お
け
る
実
務
に
つ
い

て
の
認
識
で
あ
り
、
又
そ
れ
を
挺
子
と
し
て
の
第
一
章
・
第
二
章
で
得
ら

れ
た
知
識
の
再
吟
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
利
潤
率
又
は
資
本
利
益
率
に
関

し
て
産
業
革
命
期
イ
ギ
リ
ス
企
業
の
個
別
事
例
を
取
り
扱
っ
た
研
究
は
、

残
念
な
が
ら
極
め
て
少
な
い
。
本
章
で
は
、
筆
者
が
捕
捉
し
え
た
研
究
業

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て



利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

績
の
う
ち
、
産
業
革
命
期
イ
ギ
リ
ス
の
経
営
史
的
研
究
を
精
力
的
に
発
表

さ
れ
て
い
る
大
河
内
暁
男
氏
、
及
び
イ
ギ
リ
ス
鉄
鋼
業
史
研
究
の
一
環
と

し
て
会
計
的
側
面
ま
で
研
究
さ
れ
て
い
る
安
部
悦
生
氏
の
研
究
業
績
に
依

拠
し
、
か
つ
一
八
三
コ
一
年
の
「
製
造
業
、
商
業
、
海
運
業
に
関
す
る
特
別

委
員
会
報
告
4

品
己
の
若
干
の
分
析
を
通
じ
て
、
上
記
の
諜
題
に
接
近
す
る

こ
と
と
し
た
い
。
勿
論
、
利
潤
率
な
い
し
資
本
利
益
率
に
関
し
て
算
出
し

た
(
又
は
算
出
可
能
な
デ
i
タ
を
提
示
し
た
〕
他
の
研
究
も
存
在
し
て
い

(
l
)
 

る
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
減
価
償
却
費
、
自
己
資
本
利
子
等
の
処
理
に
つ

い
て
原
資
料
ま
で
遡
っ
て
検
討
を
要
す
る
と
判
断
さ
れ
る
故
、
小
稿
で
は

割
愛
し
た
。

第
一
節
「
ビ
ュ
ウ
ド
リ
相
場
」

大
河
内
暁
男
氏
は
、
そ
の
著
『
イ
ギ
リ
ス
経
、
従
史
研
究

l
1国
内
市
場

の
研
究

l
i』
ハ
岩
波
書
底
、
一
九
六
三
年
〉
の
第
三
掌
に
お
い
て
、
ィ
ン
グ

ラ
ン
ド
産
棒
鉄
の
ピ
ュ
ウ
ド
り
を
媒
介
地
と
す
る
市
場
で
の
一
七
三

0
年

代
に
成
立
し
た
一
般
的
な
相
場
(
屯
あ
た
り
ほ
ぼ
一
六
ポ
ン
ド
〉
に
関
す

る
二
つ
の
計
算
例
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
製
鉄
業
者
の
利
害
を
代
表
す
る
匿
名
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
吋
言

』
「
ミ
ミ
町
民
口
、
。
芸
品
同
切
コ
芯
詮
唱
i

「芯白色町」守白河

sh
同
町
、
向
。
円
¥
昌
弘
H
F
L
弓

ob『口

同書

bs、H
H白
目
白
い
可
ハ

U
0
3
包
恥
旬
、
ぷ
・

(
H
4
N

印コ
8
h明
野
居
}
討
す
)
で

〔
棒
〕
鉄
一
屯
は
一
六
ポ
ン
ド
の
価
値
が
あ
る
。
内
訳
、

A
燃
料
代
、
鉱
石
代
、
作
業
場
賃
借
料
合
計
、
約
四
ポ
ン
ド
五
シ
リ
ン
グ

B
労

働

(

九

ポ

ン

ド

)

)

一
の
費
用
約
一
一

C
管
理
(
の

R
ユ
間
関
白
)
(
二
ポ
ン
ド
一
五
シ
リ
ン
グ
こ

一一一一

ポ
ン
ド
一
五
シ
リ
ン
グ

合
計
、
二
ハ
ポ
ン
ド

と
す
る
内
容
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
は
、
ョ
!
ク
シ
ャ
の
大
製
鉄
業
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ベ
ン
サ

l
(
巧
巳
U
S
ω
日

U
8
8
G
の
一
七
一
二
七
年
に
お
け
る
メ
そ
で
あ
る
。

ヨ
ー
ク
シ
ャ
の
製
鉄
所
で
の
〔
棒
〕
欽
一
屯
に
つ
い
て

日
新
一
一
ニ
コ

l
ズ
(
伐
採
費
そ
の
他
費
川
を
除
く
)

ポ

ン

ド

シ

り

ン

グ

ペ

ソ

ス

一
一
了
一
八

-
O
Q

シ

リ

ン

グ

ペ

ソ

ス

鉄
鉱
山
借
区
料
(
河
口
百
円
門
司
〉
ゴ
一
・

0
ムハ)一
日

・

0
ハ
)

裁
鉄
所
で
用
い
る
石
炭
代

0
・
0
六
}

製

鉄

所

賃

借

料

一

二

・

0
六

〔

小

計

〕

四

・

一

回

・

0
六

裁
鉄
所
に
お
い
て
発
生
す
る
屑
分
と
し
て
、
〔
棒
鉄
一
屯
に
つ
き
〕

一
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・
ウ
エ
イ
ト
分
。
こ
の
金
額
四
ポ
ン
ド
一
四
シ

リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
ニ

O
分
の
一
を
加
算
す
る。四・
0
九

ヨ
i
ク
シ
ャ
で
売
ら
れ
る
棒
鉄
一
屯
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン

ポ

ン

下

シ

り

γ
グ

ペ

γ
ス

の
取
得
分
は

-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
e
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
-
同
四
・
一
九
・
三

b
伐
採
、
束
薪
、
焼
山
灰
費
(
一
三
コ

l
ズ
あ
た
り
〉
一7
0
九
・

0
0

鉄

鉱

石

探

鉱

費

・

二

一

了

高
炉
工
、
鍛
鉄
所
工
、
裁
鉄
所
工
〔
の
賃
銀
〕一
・
一
一
・



書
記
の
給
料
、
煉
瓦
焼
工
、
大
工
、
鍛
冶
工
〔
の
賃
銀
〕

[

小

計

〕

五

.

一

裁
鉄
所
に
お
い
て
発
生
す
る
屑
分
と
し
て
、
片
山
棒
鉄
一
屯
に
つ
き
μ

一
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・
ウ
エ
イ
ト
分
。
こ
の
金
額
五
ポ
ン
ド
一
三
シ

リ
ン
グ
の
ニ

O
分

の

一

を

加

算

す

る

五

・

O
六

一
屯
あ
た
り
の
労
働
の
費
用
・
:
j
i
-
-
-
-
-
-
E
e
-
-
-
五
・
一
八
・
六

c
鉄
鉱
石
、
木
炭
、
銑
鉄
、
石
炭
の
管
理
費
、
〔
棒
鉄
〕
一
屯
あ
た
り

こ
・
一
七
・
六

裁
鉄
所
に
お
い
て
発
生
す
る
屑
分
と
し
て
、
〔
棒
鉄
一
屯
に
つ
き
〕

一
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・
ウ
エ
イ
ト
分
。
こ
の
金
額
二
ポ
ン
ド
一
七
シ

リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
二

O
分
の
て
を
加
算
す
る
二

・

九

〔
管
理
費
計
〕

:
:
j
i
-
-
・
・
・
・

:
:
j
i
-
-
・
:
・
土

7
0
0
・
三

管
理
費
を
含
め
て
の
鉄
の
生
産
費
'
・
;
・
:
・
・
・
:
・
:
一
三
・
一
八
・

o

し
た
が
っ
て
、
こ
の
実
現
さ
る
べ
き
価
値
お
よ
そ
一
四
。
ホ
ン
ド
は
、
一

般
に
次
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ジ

ェ

ン

ト

ル

メ

ン

の

取

得

五

ポ

ン

ド

}
十

一

一

四

各

種

労

働

者

六

ポ

ン

ド

一

一
ポ
ン
ド

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
賃
借
人
た
ち
令
色
旧
三
回
)
一
一
一
ポ
ン
ド
}

と
す
る
内
容
で
あ
る
。

企
業
形
態
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
が
、
一
七
三

0
年
代
と
い
う
時
期

か
ら
判
断
し
て
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階
の
個
人
企
業
、
又
は
パ

I

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

製鉄費用概算一覧

例 1: Interest of G.B. 例E スペンサーの計算
製鉄費費用計算 左取得の者費自の
の目

額 額

燃料費
ポンドシリ yグ ポンド

鉱山{昔区料 ジェントノレメン A 4 - 5 a 5 

製鉄所賃借料

表 1

ト
ナ

l
シ
ッ
プ
企
業

と
考
え
て
良
い
で
あ

ろ
う
。
又
、
利
益
項

目
が
見
出
さ
れ
な
い

が、

C
又
は

c
の
管

理
費
の
項
目
に
含
ま

れ
て
い
る
と
す
る
大

河
内
氏
の
推
論
を
是

認
で
き
よ
う
。
そ
し

m
て
大
河
内
氏
は
、
前

P

者
の
合
計
が
一
六
ポ

口
引
出究
ン
ド
(
「
ピ
ュ
ウ
ド

知
リ
相
場
」
と
一
致
)

齢
で
あ
る
の
に
対
し
、

一
ス
後
者
が
一
四
ポ
ン
ド

一
刊
で
あ
る
が
、
そ
の
差

一
円
二
ポ
ン
ド
は
、
シ
ェ

一
男
フ
ィ
ー
ル
ド
地
方
か

一
隅
ら
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
地

一
河
方
へ
の
運
送
費
〔
棒

一
-
〆
鉄
一
屯
あ
た
り
〕
の

的
推
算
約
一
ポ
ン
ド
一

/
『
、

四
シ
リ
ン
グ
に
よ
っ

6 

3 

b 

C 

9 

2 - 15 

B 

C 

各種労働者

各F電製鉄所
経営者

費産

1
1
1
1
1
i
i
生の屯

噌

i鉄棒

労賃，俸給

費理管

一一一一一



利
潤
率
と
資
本
利
義
率
に
つ
い
て

て
大
部
分
の
説
明
が
つ
く
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
表
ー
の
よ
う
に
ま
と
め

て
、
l
i
m
i
-
-
n
l
l
を
算
出
す
る
と
、
前
者
ま
約
一
一
一
そ
後
者

〉
十
四

w

胆
十
日
)

(
但
し
分
母
に
運
賃
を
加
算
)
は
約
二
四
Mmと
算
出
さ
れ
、
管
理
費
の
内

に
は
利
益
の
他
、
間
接
費
項
目
を
含
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
点
を
勘
案
す
れ

ば
、
ほ
ぽ
均
等
化
し
た
「
利
潤
塁
」
を
示
し
て
お
り
、

「
:
:
:
卦
骨
わ
か

U
骨
鈴
骨
骨
肌
げ
か
舟
机
v
u
h
~い
で
い
、
朴
批
昨
申
中
山
町
会

国
的
規
模
に
お
い
で
ほ
ぼ
均
等
化
し
て
い
た
Q

と
い
う
こ
と
は
、
さ
き
の

計
算
例
二
例
の
内
容
が
、
経
済
学
的
に
は
、
骨
ル
佐
和
h
L
い
か
朴
骨
判
、
恥

る
と
な
し
得
る
可
能
性
を
十
分
に
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
『
ピ
ュ
ウ
ド

リ
相
場
』
は
、
市
場
価
値
も
し
く
は
生
産
価
格
が
全
国
的
規
模
に
お
い
て

(

2

)

 

統
一
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
一
一
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
(
傍

点
一
部
引
用
者
)
と
推
論
さ
れ
て
い
る
。

一
一
点
ほ
ど
補
足
す
る
と
、
費
用
項
目
の
内
訳
に
、
作
業
場
等
の
賃
借
料

の
項
目
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
-
大
河
内
氏
に
よ
っ
て
既
に
解
明
さ
れ
て
い

(
3〉

る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
一

つ
で
あ
る
。
第
二
に
、
費
用
項
目
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
貸

借
対
照
表
項
目
に
つ
い
て
は
何
ら
手
掛
り
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
、
固
定
資
本
と
流
動
資
本
、
更
に
資
金
源
泉
で
の

自
己
資
本
・
他
人
資
本
に
関
し
マ
は
何
ら
手
掛
り
が
無
い
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
大
河
内
氏
の
「
大
胆
な
推
論
」
は
成
立
す
る

と
考
え
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
少
く
と
も
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に

つ
い
て
は
否
と
考
え
る
。
一
七
三

0
年
代
1
1
1
産
業
革
命
の
開
始
点
に
先

立
つ
こ
と
約
四

O
年
i
|
に
一
般
的
利
潤
率
・
生
産
価
格
範
鴎
の
成
立
と

一
二
四

い
う
結
論
自
体
は
、
当
時
の
資
本
の
有
機
的
構
成
の
低
位
(
マ
ニ
ュ
フ
ア

ク
チ
ュ
ア
段
階
)
か
ら
考
え
て
も
、
又
、
一
七
五

0
1六
0
年
代
に
か
け

て
で
あ
る
が
、
マ
ッ
シ
l
が
当
時
三
八
世
紀
中
頃
)
の
商
工
業
の
〔
一

般
的
〕
利
潤
率
が
二

O
Mで
あ
り
、
仲
介
業
者
の
そ
れ
を
加
え
て
二
五
%

(

4

)

 

で
あ
る
と
指
摘
じ
た
事
実
こ
れ
自
体
も
吟
味
を
要
し
よ
う
が
ー
ー
か

ら
も
、
時
期
限
定
に
は
疑
義
が
残
る
も
の
の
、
一
概
に
否
定
し
え
な
い
と

考
え
る
。
問
題
は
論
証
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
疑
義
は
二
点
に
わ
た
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
「
利
潤
率
」
の
算
定
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
デ
l
タ
の
側

の
計
算
で
は
な
く
、
大
河
内
氏
に
よ
る
事
後
的
な
計
算
で
あ
る
占
山
を
前
提

と
し
て
も
、
第
二
章
第
二
節
で
み
た
と
お
り
、
一
般
的
利
潤
卒
の
形
成

は
、
部
門
内
競
争
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
部
門
氏
仰
い
紛
争
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
論
証
の
為
に
は
、
異
種
部
門
|
|
例
え
ば
製
鉄
業
と
綿
業
|
|
の

企
業
の
業
績
を
比
較
(
そ
れ
も
可
能
な
限
り
長
期
に
)
す
る
プ
ロ
セ
ス
が

不
可
欠
と
恩
わ
れ
る
点
が
第
一
で
あ
る
。
更
に
第
二
点
と
し
て
、
計
算
の

細
部
は
さ
て
お
い
て
も
、
l
i
n
i
-
-
ー口
I
l
l
1
が
近
似
的
に
一
不
し
う
る

〉

十

回

‘

同

十

寸

の
は
、
消
費
さ
れ
た
資
本
〔
費
用
価
格
〕
に
対
す
る
利
益
の
比
率
で
あ
っ

て
、
「
前
貸
総
資
本
に
対
す
る
比
率
」
た
る
利
潤
率
で
も
な
く
、
又
、
自

己
資
本
利
益
率
で
も
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
加
え
て
、
わ
れ
わ
れ
が

必
要
と
す
る
の
は
当
時
の
企
業
家
自
身
に
よ
る
計
算
で
あ
る
と
い
う
条
件

を
も
含
め
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
観
点
か
ら
は
、
「
ビ
ュ
ウ
ド
リ
相
場
」

の
事
例
を
除
外
し
て
考
察
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

第
二
節
ア
ル
ピ
ュ
ア
ン
製
粉
所

大
河
ー
内
暁
男
氏
は
、
近
著
円
産
業
革
命
期
経
営
史
研
究
』
(
岩
波
書
底
、



一
九
七
八
年
)
の
第
一
部
第
二
章
に
お
い
て
、
製
造
業
で
初
め
て
ウ
オ
ツ

ト

Q
E
g印
巧
由
件
。
の
蒸
気
機
関
を
原
動
機
と
し
て
採
用
し
、
大
規
模
な

製
粉
を
一
七
八
六
年
に
開
始
し
、
一
七
九
一
年
の
火
災
に
よ
っ
て
消
滅
し

た
ア
ル
ピ
ュ
ア
ン
製
粉
所
(
〉
5
2ロ
ω芯
田

S
E
E円
宮
巳
)
を
考
察
の

対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ン
ド
ン
で
建
築
業
を
営
ん
で
い
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ワ
イ
ア
ト

(ω
旧
自
己
∞
一
巧
吋
田
H
H
)

に
よ
っ
て
企
画
が
な
さ
れ
、
ワ
イ
ア
ト
に
加
え
て
、

ボ
ウ
ル
ト
ン
(
去
三
5
2句
切
口
己
g
ロ
)
と
ウ
ォ
ッ
ト
、
フ
レ
ア
Q
-
H
J
1
2品、

ベ
イ
ツ

(Z-
切
同
窓
凹
)
〔
後
に
ウ
ル
フ
(
君
。
ロ
)
が
参
加
〕
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
一
七
八
コ
一
年
に
設
立
さ
れ
た
。
当
時
約
五

O
O
の
製
粉

所
が
あ
り
、
大
き
い
も
の
で
も
石
臼
四
基
と
い
わ
れ
た
規
模
に
対
し
、
ワ

イ
ア
ト
の
一
七
八
三
年
当
初
の
基
本
計
画
に
よ
れ
ば
、
三
基
の
回
転
機
関

に
そ
れ
ぞ
れ
八
基
の
石
臼
(
内
二
基
は
予
備
)
計
二
囲
碁
ー
ー
ー
石
臼
一
基

当
り
の
挽
砕
能
力
一
時
間
六
ブ
ッ
シ
ェ
ル
|
|
〔
実
際
に
は
一
基
の
回
転

機
関
、
一

O
基
の
石
臼
で
開
始
〕
と
い
う
ず
ば
ぬ
け
た
巨
大
規
模
の
企
業

で
あ
っ
た
。

工
場
建
設
工
事
の
進
捗
し
た
一
七
八
五
年
一

O
月
に
ワ
イ
ア
ト
は
ボ
ウ

ル
ト
ン
宛
に
書
簡
を
送
り
、
操
業
開
始
後
の
計
画
を
次
の
よ
う
に
述
べ

た。
「
ア
ル
ピ
ュ
ア
ン
製
粉
所
操
業
の
計
算
、

央
機
関
に
つ
い
て
。

親
方
挽
砕
工
:
・
:
・
・
:

職
長
挽
砕
工
・
:
:
:

〔
最
初
に
設
置
さ
れ
た
〕
中

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

。
二 of

00;;: 

挽
砕
工
、
四
人
、
週
一
八
シ
リ
ン
グ
と
し
て
〔
一
年
を
五
二
週
計
算
〕

一
八
七
・
四

あ
ら
粉
整
粒
工
、
四
人
、
週
一
六
シ
リ
ン
グ
一
'
:

'
l
i
-
-
:
・

同
補
助
労
働
者
、
四
人
、
週
一
二
シ
リ
ン
グ
一

一九一

〔
二
九
一

石
炭
、
六
一
七
チ
ョ

l
ド
ロ
ン
、
一
二

0
シ
リ
ン
グ
と
し
て
:
:

:
:
ム
九
二
六
・

書
記
お
よ
び
管
理
人

:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
i
j
i
-
-
-
一
0
0
・
ー

蒸
気
機
関
〔
特
許
〕
使
用
料
j
i
-
-
:
:
:
・j
i
-
-
:
:
二一

O
O
-
-

機
械
技
師
、
週
一
ポ
ン
ド
一
シ
リ
ン
グ
)一
と
し
て
・
:
一
一
七
・

l

労
働
者
、
二
人
、
週
一
二
シ
リ
ン
グ
」

地
代
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・
・
:
:
・
・
・
・
:
:
:
:
二
五

0
・

補
修
費
、
照
明
費
等
・
:
・
・
・
・
・
・
・
・
:
・

:
:
j
i
-
-
-
一
五

0
・
|

建
物
の
保
険
料

j
i
-
-
:
:
:
・j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
-
二
四
・

門
番
:
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
二
六
・
ー

税
金
等
:
・

:
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
七
六
・
二
ハ

門
合
計
〕
二
、
六

O
O
-
-

六
基
の
石
臼
で
一
時
間
あ
た
り
一
ロ

i
ド
の
小
麦
を
挽
く
と
す
れ
ば
、

週
(
六
日
間
〉
に
一
四
四
ロ

l
ド
〔
二
四
時
間
昼
夜
連
続
運
転
〕
、
年
に

七
、
二

O
O
ロ
l
ド
〔
こ
こ
で
は
年
五

O
週
の
計
算
〕
と
な
る
。
そ
こ
で

上
記
の
経
費
を
前
提
と
す
れ
ば
、
一
ロ

l
ド
あ
た
り
七
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン

ス
〔
1

h

N

・
8
0
+ア
N
C
C
〕
と
な
る
。
こ
の
金
額
に
鮮
運
賃
と
パ
ン
屋
へ

四 O
¥_j 

。

一
二
五



利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

の
発
送
費
二
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
を
加
え
て
、

費
は
九
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
と
な
る
。

こ
れ
を
一
ロ

l
ド
あ
た
り
一

0
シ
リ
ン
グ
と
見
て
お
く
と
し
て
、
七
、

二
O
O
ロ
!
ド
を
倉
庫
か
、
り
運
び
入
れ
て
、
製
粉
し
、
。
ハ
ン
尾
に
売
り
渡

す
ま
で
の
経
費
は
、
一
ロ

l
ド
一

0
シ
リ
ン
グ
の
引
で
三
、
六

C
0ポ
ン

ド
〔
U
寸・

M
g
x
g
x
l
h同
i

〕
と
な
る
。

N

O

L

 

カ
l
テ
ィ
ス
商
会
で
は
小
麦
一
ロ

i
ド
あ
た
り
の
経
費
を
二
つ
シ
リ
ン

グ
と
見
て
い
る
。
一
般
に
一
口

i
ド
あ
た
り
の
経
費
は
一
八
な
い
し
一
九

シ
リ
ン
グ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
:
:
:
一
ロ

i
ド
あ
た
り
一
七
シ
リ
ン
グ

〔
の
数
値
を
〕
取
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
七
、
二

0
0
ロ
!
ド
で
は

六
、
一
一
一

0
ポ
ン
ド
に
な
る
。
こ
の
額
か
ち
き
さ
に
述
べ
た
経
費
三
、
六

0
0ポ
ン
ド
を
差
し
引
い
て
、
二
、
五
二

0
ポ
ン
ド
の
利
益
が
あ
る
こ
と

(

5

)

 

に
な
る
。
」

(
6
V
 

大
河
内
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
見
積
り
利
益
計
算
に

は
、
原
料
小
麦
の
価
格
も
、
完
成
品
で
あ
る
小
麦
粉
の
販
売
価
格
も
含
ま

れ
て
い
な
い
〔
又
、
建
物
の
減
価
償
却
費
も
含
ま
れ
て
い
な
い
〕
。
従
っ

て
、
ワ
イ
ア
ト
が
算
出
し
た
ア
ル
ピ
ュ
ア
ン
裂
粉
一
昨
の
見
込
利
益
二
、
五

二
0
ポ
ン
ド
は
、
原
料
小
麦
価
絡
を
含
ま
な
い
業
界
平
均
加
工
費
た
る
一

口
!
ド
あ
た
り
一
七
シ
リ
ン
グ
と
、
ア
ル
ピ
ュ
ア
ン
製
粉
所
の
そ
れ
、
一

ロ
i
ド
あ
た
り
一

0
シ
リ
ン
グ
と
の
差
額
の
総
計
で
あ
っ
て
、
ア
ル
ピ
ュ

ア
ン
製
粉
所
の
見
込
利
益
の
総
額
が
表
示
き
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
現

代
の
用
語
に
擬
し
て
言
え
ば
、
増
分
原
価
に
よ
る
原
価
比
較
法
と
で
も
表

現
で
き
る
内
容
で
あ
り
、
業
界
平
均
の
加
工
費
一
七
シ
リ
ン
グ
で
平
均
利

一ロ

i
ド
あ
た
り
の
総
経

一
一
一
六

滞
在
獲
得
し
て
い
る
は
ず
〔
こ
の
見
倣
し
は
常
に
成
立
す
る
と
は
限
ら
な

い
が
〕
で
あ
る
か
ら
、
見
込
利
益
二
、
五
二

0
ポ
ン
ド
は
、
平
均
利
潤
を

越
え
て
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
特
別
利
潤

1
超
過
利
潤
で
あ
る
と
見
倣
し
え

レ」で

7
G
更
に
ワ
イ
ア
ト
は
、
こ
の
利
益
軒
(
を
工
場
建
設
費
に
係
わ
ら
せ
て
次
の

よ
う
に
説
明
し
た
。

「
建
物
そ
の
ほ
か
付
帯
物
の
た
め
の
費
用
〔
固
定
資
本
U

を
一
三
、

0

0
0ポ
ン
ド
と
見
積
も
れ
ば
、
一
口

l
ト
あ
た
り
〔
経
費
を
〕
一
七
シ
リ

ン
グ
と
し
た
場
合
円
と
比
較
し
た
場
合
〕
に
得
ら
れ
る
利
益
三
一
、
五
二

(
7
)
 

0
ポ
ン
ド
〕
の
割
合
は
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
一

O
分
の
四
に
な
る
」
G

つ
ま
り
、
「
利
潤
卒
」
を
算
出
し
、
巨
額
な
設
備
投
資
に
対
し
て
も
十

分
ベ
イ
す
る
と
述
べ
て
い
る
訳
で
あ
り
、
大
河
内
氏
が
解
釈
さ
れ
て
い
る

ハ
7
V

よ
う
に
、
ワ
イ
ア
ト
の
立
場
か
、
h

り
す
れ
ば
、
こ
の
特
別
利
潤
は
、
活
常
の

製
粉
所
建
設
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
巨
費
を
投
下
し
た
こ
と
の
効
果
に
他

な
ら
ず
、
し
か
も
そ
れ
は
、
投
下
資
本
に
対
す
る
比
率
か
ら
見
て
十
分
に

高
い
の
で
、
新
技
術
を
採
用
し
た
た
め
の
建
設
投
資
は
採
算
に
の
る
と
判

断
し
た
訳
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
資
本
家
白
身
の
見
積
り
利
低
計
算
が
、
設
備
投
資
決
定
の
一

基
準
と
し
て
算
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
分
子
は
超
過
利
潤
〔
自
己
資
本
利

子
の
計
算
は
さ
れ
て
い
な
い
〕
で
あ
り
、
分
母
は
固
定
資
本
(
資
金
源
泉

は
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
出
資
)
で
あ
る
こ
と
が
期
解
で
き
る
。
分
子
の
問

題
を
刷
に
す
ろ
と
、
第
二
章
第
一
節
で
問
題
と
し
た
川
前
貸
総
資
本
に
対

す
る
比
率
、
川
固
定
資
本
に
対
す
る
比
率
、
川
費
用
価
格
に
対
す
る
比



率
、
の
内
、
仰
に
相
当
す
ろ
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
故
、
分
子
が
超
過

利
潤
で
あ
る
〔
利
益
総
額
で
は
な
い
〕
点
に
お
い
て
、
分
母
に
関
し
て
ち

そ
れ
が
流
動
資
本
を
含
ま
な
い
点
に
お
い
て
、
前
貸
総
資
本
に
対
す
る
利

益
の
比
率
と
し
て
の
利
潤
率
と
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
又
〔
自
己
資
本
総

額
を
示
し
て
い
な
い
点
に
お
い
て
プ
自
己
資
本
利
益
率
と
も
別
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

と
は
い
え
、
何
ら
か
の
利
益
額
を
、
何
ら
か
の
資
本
額
と
対
比
さ
せ
る

考
え
方
が
、
す
で
に
一
七
八
口
年
代
に
見
出
さ
れ
て
お
り
、
稜
備
投
資
決

定
の
一
基
準
と
な
っ
て
い
る
点
、
及
び
一
般
的
利
潤
率
を
前
提
と
し
て
見

積
り
計
算
を
行
な
う
と
い
う
資
本
家
の
意
識
を
反
挟
し
て
い
る
点
で
、
重

要
な
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節
カ
ヴ
ァ

l
ス
ヴ
ァ
文
書

安
部
悦
生
氏
は
、
論
考
「
カ
ヴ
ァ

l
ス
ヴ
ァ
文
書
に
つ
い
て
」
(
『
一
橋

論
叢
』
第
七
七
巻
第
六
号
、
一
九
七
七
年
、
所
収
)
に
お
い
て
南
ヴ
ェ
ー
ル
ズ

の
ク
ロ

l
シ
ェ
イ
家
〈
カ
ヴ
ァ

l
ス
ヴ
ァ
製
鉄
所
。
司
貯
ユ
v
p
H
S口目

話
。
円
宮
ほ
か
数
製
鉄
所
の
経
営
、
及
び
証
券
投
資
、
土
地
所
有
な
ど
広
範

な
活
動
を
行
な
っ
た
。
)
の
記
録
史
料
ハ
以
下
、
カ
ヴ
7
1
ス
ヴ
ァ
文
書
)
が

一
八
一

0
1七
八
年
に
わ
た
っ
て
存
在
し
、
ヴ
ェ
ー
ル
ズ
国
立
図
書
館
に

照

幸

田

一

一

'

ア

対

算

一

一

回

叩

ωω
白
白
川
品

ω
況

2
m
幻

お

幻

鈎

却

幻

お

お

幻

m
u
n
u
m
m
u
m
ω
m
m
一
生
ヴ
」

借

計

一

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

一

悦

ス

て

貸

益

一

月

6

3

3

3

3

3

8

日

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

1

1

1

1

3

一
部
{
い

損
付
一

-
m
n
u
は
日
比
昨
日
幻
げ

m
m
m
幻

n
n
M
お

お

幻

m
m
u
m却
白
銀
回
出
お
一
白
内
吋
一
応

2
'
日
一
年

m
m
u
u
m
u
u
m
m
u
m
w
m
u
u
m
m
u
u
m
u
u
m
u
u
m
m
m
一
…
お
か
劃
H
U

表

表

の

一

一

(

「

文

乱

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
財
務
関
係
史
料
の
う
ち
、
主
に

一
八
ニ
コ
一
年
の
貸
借
対
照
表
(
以
下
B
/
s
u
、
損
益
計
算
室
同
円
以
下
P
/
L
)

の
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
計
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
さ
れ
て
い
る
。
〔
本
節
で
は
「
総
利
益
」
、
「
利
潤
」
、

「
純
利
益
」
の
用
語
は
安
部
氏
の
用
法
を
踏
襲
す
る
。
〕

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ロ

l
シ
ェ
イ
一
世
(
巧
5
E
B
の
吋
担
当
岳
山
一
ア
弓

E

i
H
∞ω
む
の
経
営
期
に
お
け
る

B
/
S
(
い
わ
ゆ
る
イ
ギ
リ
ス
式
で
は
な

く
、
借
方
に
資
産
、
貸
方
に
資
本
・
負
債
安
置
く
「
大
陸
式
」
)
及
び
P

/

L
の
決
算
日
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
り
、
概
し
て
一
一
一
月
末
の
一
年
決
算
で

あ
っ
た
。
カ
ヴ
ァ

l
ヴ
ァ
文
書
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
決
算
日
の

周
年
同
月
間
日
に
二
種
類
の

B
/
S
と
P
/
L
と
が
存
在
し
た
事
実
で
あ

る
。
さ
し
あ
た
り
標
準
的
と
み
な
さ
れ
る
一
八
二
三
年
の

B
/
S
、
P

/

L
を
示
す
と
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
結
論
的
に
は
、
二
種
類
の

B
/
S

は
、
減
価
償
却
前
B
/
S
、
減
価
償
却
後
〔
自
己
資
本
利
子
算
入
後
〕

B

/

S
で
あ
り
、
二
種
類
の
P
/
L
は
、
減
価
償
却
前
P
/
L
、
減
価
償
却

後
・
自
己
資
本
利
子
控
除
後
P
/
L
で
あ
る
。

両

B
/
S
の
資
産
合
計
値
の
差
二
、
一
八
六
ポ
ン
ド
余
は

|
l以
下
、
計

算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
表
4
を
参
照
の
こ
と
|
|
吋
3
5
z
g
〈
設
備
資
産

一
二
七



表3 貸借対照表，損益計算書の実例 (単位:A， s， d) 

Cr Dr Balanc泡:s29 th March 1823 

Folio I Folio 利
143130. 7.10 溜1 Premises 

2 Do at Cardiff 
3WC  
5 W C Jr 
44 John Morgan 
102 Coal advances 
104 Mine Do 

108 Forge Do 

116 John Christie 

82307.14. 0 
2000. Q. 0 
39. 8. 7 
139. 0..6 
9. 5. 5 
256. 2. 1 
7591.10. 8 

105. O. 7 

119. 9.10 1.. 

223 Freehold Premises at Cyfa 
6396. 8.10 

236 Blacksmithswork 1000. O. 0 
256 New House 2089. 6.10 

267 New aqu巴ヨuct 261. 2.10 
288 Farms 2155.15. 6 
290 Gunpowder account 191. 3. 4 

301 Works' Stable account 
4457.10. 4 

304 Castings Do 174.12.11 

307 Limestone Do 151.18. 9 
312 Common Charges 1000. O. 0 
314 Bar Iron 82709. O. 3 

322 Rhydycar & Wern Farms 
518.18. 6 

326 Shop Do 666. O. 7 
330 Coke Do 2387. 6. 8 
335 B1ast Furnaces Do 864.18.11 
338 Refining furnaces Do 389.12. 4 
341 Lamp Oil 151.10. 5 
344 Finers metal 5182.16.11 
347 Mine acount 985. 1.11 
367 Timber Do 1710.11. 7 
373 Cash 108. 9. 2 

A 206，748.13.。

PLW C 
PL W C Junr 
16 Peirce & Co 
36 H Pricard & Son 
38 Dane Lea 

50 Buckle & Co 

4000. O. 0 率
9300.19. 5 ~ 
l42. 7. 6 奉
50.14. 7 手目

タセ
A山」

756.14. 1 率

つ
130 Dd Phi1lips 
140 Bi1ls Payable 

122. 5. 0 ¥、
2337.13. 7 て

166 S Enderby & Son 298. 9. 9 

180 Lord Dyicevor 
181 John Richards 

455.17. 3 
455.17. 3 

192 Penydarran Iron Co 128.15. 9 

227 Bi1l accoun t 147. 9. 0 

242 Wm  T四 gue 331.10. 9 

262 Glamorganshire Canal. co 
553.13. 5 

276 Wm  Vaughan 198.11. 0 
371 Hirwain Work 1752. 5. 0 
379 Leigh & George 163. 4. 5 
381 R & W Crawshay & co 

5857.10. 0 
Balance 35345.10. 2 

/ 

A 206， 748.13.。

J¥ 



利
潤
率
と
資
本
手11

Dr 

Folio 

1 Premises 

2 Do at Cardiff 

44 Jno Morgan 

102 Coal advances 

104 Mine Do 

Balances 29 th March 1823 Cr 

Folio 

80300. O. 0 PL Wm  Crawshay 166485.15. ~ 

2000. O. 0 
PL Wm  Crawshay Junr 

13803.19. 2' 

9. 5. 5 16 Peirce & Co 9300.19. 5-

256. 2. 1 36 M Prichard & Son 142. 7. () 
7591.10. 8 38 De Lea 50.14. 7 

率

~ ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::I 
I 381 R & W Crawshay & Co 

て I--- 5857.10. 0 

----------一一

~ 

;e 204， 562. 9.11 ;e204，562. 9.11 

Dr Profit & Loss 29 th March 1823 Cr 

Folio 

231 Interest account 716. 7. 6 

244 Rent Do 5000. O. 0 

245 Salaries 1207.15. 0 

290 Gunpowder account 66. 4. 1 

312 Common Charges 3065.10. 8 

326 Shop account 176. 4.11 

338 Refining furnaces 3336.10. 0 

Balance 35345.10. 2 

/ 

/ 
i/ 

;e 48，914. 2. 4 

Folio 

72 Clay account 67.10. 5 

288 Farms 160. 4. 6 

294 Workmens Houses 822.10. 1 

298 Fines 39.10.11 

304 Castings 1078.17. 3 

307 Limestone account 277.18. 7 

314 Bar Iron 10337. 1. 4 

317 Lime Kiln 225. 6. ~ 

330 Coke account 1472.19. 4 

335 Blast Furnaces 13837.12. 3: 

344 Finers mβtal 

347 Mine account 
351 Fire bricks 

361 Coal aCCOUl1t 

11409.18. 7 

4149. 7.10 

268.10. (} 

4763. 2. s 

;e 48，914. 2. 4 



Cr 

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

67.10. 5 

160. 4. 6 

822.10. 1 

39.10.11 

1078.17. 3 

Folio 

72 Clay account 

288 Farms 

294 Workmens Houses 

298 Fines 

304 Castings 

Profit & Loss 29 th March 1823 

Folio 

1 Premises 2007.14. 0 

231 Interest account 8072.17.10 

244 Rent Do 5000. O. 0 

245 Salaries 1207.15. 0 

290 Gunpowder account 66. 4.11 

Dr 

338 Re丑ningfurnaces 3336.10. 0 

PL Wm  Crawshay 16238. 6. 2 

PL Wm  Crawshay Junr 
9742.19. 8 4763. 2. 8 361 Coal account 

.e 48，914. 2. 4 £48，914. 2. 4 

1. Cyfarthfa Papers， Box 12 (ーす需大図畜館所蔵マイクロフィルム〉
より引用。但し，細部につL、ては制略した。
2. 項目が多数の為，最初の5項目及び 100ポンド以上の項目に止めた。
3. 2番目のB/S，P/Lにおいてほ 1番目と同じ部分についても
省略した。

0.主〉

。

と
解
さ
れ
る
)
の
差
二
、

0
0
七
ポ
ン
ド
余
〔
減
価
償
却
費
〕
で
大
部
分

説
明
さ
れ
-7
る。

P
/
L
に
お
け
る
宮
ぢ
お
弘
田
口
口

Z
己
(
利
子
勘
定
。

借
方
に
支
払
利
息
、
貸
方
に
受
取
利
息
を
記
入
)
の
差
七
、
三
五
六
ポ
ン

ド
余
は
、
減
価
償
却
前
B
/
S
の

E
L
(甲
守
丘
四

z
r句
秘
密
元
肢

の
略
と
解
さ
れ
る
。
安
部
氏
の
解
釈
に
従
う
と
自
己
資
本
)
の
合
計
一
四

七
、
一
三

9
ポ
ン
ド
余
に
五
%
を
乗
じ
た
結
果
と
一
致
し
、
秘
密
元
帳
に

お
け
る
資
本
利
子
と
も
一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
自
己
資
本
利
子
と
解
さ

れ
る
。
又
、
償
却
前
B
/
S
借
方
の
当

ρ
当
。
一
「
円
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ク
ロ

l
シ
ェ
イ
一
世
、
同
二
世
の
出
資
者
負
債
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

四
回
目

g
g
(総
利
益
)
か
ら
減
価
償
却
費
を
控
除
し
て
純
利
益
が
算
出
さ

れ
、
更
に
純
利
益
か
ら
自
己
資
本
利
子
を
控
除
し
て
「
利
潤
」
が
算
定
さ

れ
る
訳
で
あ
る
。
か
く
し
て
、

〔国

¥ω
〕
議
法
院
U
務
当
」
除
古
田
H
E
S
)
1露
首
藤
生
時

l
H坊
さ
散
l
同州同開
Mm酬
同
十
医
均
株
除
剤

l
m
刊
湾
サ
州
問
惑
十
淫
均
時
ぴ
'
繭

〔
戸
¥
円
、
〕
香
川
三
除
1
務
当
」
除
l
露
首
謀
当
瑚

l
E
目
減
M
甘
さ
山
市
十
「
き
議
L

と
関
連
が
把
握
さ
れ
る
。

な
お
、
安
部
氏
の
指
摘
に
土
れ
ば
、
一
八
一
二
年
以
前
に
は
自
己
資
本

利
子
の
計
上
は
な
か
っ
た
(
理
由
不
明
)
と
い
う
。
一
八
二
二
年
以
降
で
は

自
己
資
本
利
子
は
、
期
末
の
償
却
前
B
/
S
に
お
け
る
自
己
資
本
ハ
出
資

者
持
分
)
に
対
し

l
l
期
首
の
自
己
資
本
に
対
し
て
算
定

L
て
い
る
場
合

も
あ
る
と
い
う
|
[
こ
の
当
時
は
五
%
(
第
一
章
の
表
ー
に
あ
る
よ
う



各項目の関連表4

f: s d 
178. 9. 1 

A
u
n
u
-
ハU

4
‘

n
u
-
4
A
 

1

t

a

-

-

τ

・4

門

t

n
リ

v
-
n
i

ハU

ハU
-
n
u

q
u
n
d
-
n
u
 

。L
n
u
-
ワ白

。o
nむ
』

11 

Premisesの差

出資者負債

Pr・emises

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

f: s d 
206，748.13.。

t

i

-

-

ム=

ー，
A
-
=

-
-
-
=
 

ハヨ

-
q
δ
=

-
-
-
=
 

つ
ム
一
《
h
u
=

ハり一

O
凸

=

F
h
υ
-

守
t

ゐ=

'E

・=

4
-
の
ん
=

円

り

-

=

η
ム

-

z

↑
・

z

資産会計

11 

資産差額

f: s d 
8，072.17.10 

-716. 7. 6 

7，356.10. 4 

利子勘定

11 

自己資本利子

f:sd  f:sd  
147，130.7.10XO.05二 7，356.10.4 

f: s d 
7，356.10. 4 自己資本利子

f: s d 
35，345.10. 2 BalanceC総利益)

減価償却費 O
-
2
2
 

噌

E

ム
-
-
-

-
E

・

岨

圃

民

υ

一
ρ
り

=

-
4
a

・4-
-

・
"
・
4
-

1

B

4

-

n

，a
一一

o
o
-
q
δ
二

日
J
-
η
δ

ニ

，
.
，
=
 

w
b
-
q
J
=
 

n
L
一
つ
。
=

益

ìl~JJ 

利

H
H
H
4
 

4

ホ
e

「

l

純

-2，007.14.。
33，337.16. 2 益手目車抱

Tota! 可ヘ1mCrawshay Jr. Crawshay Wm  

f: s d 
147，130. 7.10 

A: s d 
4，000. O.。A: s d 

143，130. 7.10 償却前B/S

-178. 9. 1 

146，951.18. 9 

139. O. 6 39. 8.7 出資者負債

4
一
l
o
-
-ム

司

1
4
-
t
i

A
V
-
G
U
R
U

一
44

1
i

一

一

1
1
ム

-

一

-

一

・

6

一8
1

一
9

に
d

一
日
U

0

6

一

o
o

Q
U

一
q
u
Q
d
一
つ
心

岨
，
，
.
，

，E幽
7
F
4
5
一
O

司

F
b

ワム

h

Q

U

-

T

i

-

-

i

 

3，860.19. 6 

200. O. 0 

4，060.19. 6 

9，742.19. 8 

7，156.10. 4 

150，247. 9. 7 

16，238. 6. 2 

166，485.15. 9 

143，090.19. 3 持真

自己資本利子

小計

「利 j問」

差
一一一
一

(注)安部悦生「カヴアースウゃア文雪について」より作成。

13，803.19. 2 償却後B/S



利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

に
、
一
七
一
四

1
一
八
一
二
三
年
の
法
定
利
子
率
は
五
M
m
)

を
乗
じ
て
算
出

さ
れ
て
い
る
点
、
及
び
出
資
者
が
個
人
的
な
支
出
に
あ
て
た
部
分
は
、
出

資
者
負
債
と
し
て
期
末
に
持
分
帽
明
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
る
点
を
確
認
し
う

る
。
と
れ
ら
は
、
ポ
ラ

i
ド
の
次
の
指
摘
と
よ
く
照
応
し
て
い
る
。

「
期
末
に
各
。
ハ

l
ト
ナ

i
は
、
自
己
資
本
利
子
安
貸
方
記
入
さ
れ
、
そ

れ
か
ら
残
り
の
『
利
潤
』
合
2
2
G
E
6
が
一
定
の
割
合
で
:
・
:
配
分

さ
れ
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
勘
定
に
貸
方
記
入
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
配
当
や
〔
自
己
資
本
〕
利
子
は
支
払
わ
れ
な
い
で
、
自
分
の
生
活
費

〔
等
一
一
を
賄
う
た
め
に
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
ろ
不
定
期
の
引
出
し
が
許
さ
れ

て
い
た
が
放
に
、
実
際
の
資
本
持
分
は
、
絶
対
額
に
お
い
て
も
、
パ
ー
ト

ナ
ー
の
他
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
す
る
持
分
の
比
率
に
お
い
て
も
、
最
初
の

(

8

)

 

き
り
の
よ
い
金
額
か
ら
離
れ
た
。
」

P
/
L
の
構
造
に
つ
い
て
み
る
と
、
部
門
別
損
益
計
算
の
結
果
が
P
/

L
に
集
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
司
己
目
。
ハ
丁
数
、

頁
〉
一
一
八
八
の
農
場
に
お
け
ろ
収
益
マ
イ
ナ
ス
費
用
で
当
年
度
は
一
六

0

ポ
ン
ド
余
の
利
益
を
あ
げ
て
お
り
、

P
/
L
の
収
益
側
(
貸
方
〉
に
記
入

さ
れ
て
い
る
(
損
失
で
あ
れ
ば
~
借
方
に
記
入
さ
れ
る
)
の
で
あ
る
。
切
mq

r
c
p
巴
百
円
匂
M
M

吉
田
円
。
田
等
、
一
応
製
造
工
程
別
と
解
さ
れ
る
部
面
で

も
部
門
別
損
議
計
算
が
行
な
わ
れ
て
お
り
(
従
っ
て
振
替
価
格
の
採
用
の

可
能
性
)
、

P
/
L
に
お
F

い
て
託
各
部
門
の
利
益
・
損
失
が
集
計
さ
れ
た

上
で
、
企
業
全
体
に
と
っ
て
の
費
用
で
あ
る
地
代
月
四
三
、
共
通
費

。0
5
5
8
【

U
V
出お

g
等
が
借
方
に
記
入
さ
れ
、
総
利
益
回
目
-
白
口
円
四
が

算
出
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
部
門
別
損
益
計
算
が
、
当
時
か
な
り

一
一一一

一
般
化
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
ス
ト
ー
ン
(
司
・
開
・

(
9
)
 

ω
H
D
5〉
の
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。

B
/
S
、
P
/
L
の
分
析
を
経
て
、
安
部
氏
は
、
「
南
ウ
ェ
!
ル
ズ
製
鉄

業
に
お
け
る
経
蛍
活
動
の
分
析
|
|
ク
ロ

i
シ
ェ
イ
の
事
例
1
i
L
ハ『社

会
経
済
史
学
』
第
四
二
巻
六
号
、
一
九
七
七
年
、
所
収
〉
に
お
い
て
、
カ
ヴ
ア
ー

ス
ヴ
ア
の
自
己
資
本
利
益
率
市
民
団
」
十
回
口
崎
品
開
了
乞
表

5
の
よ

「

ポ

芯

E
印

鴨

州

勢

」

う
に
算
出
し
、
更
に
再
投
資
率
を
算
出
し
て
、
両
者
を
基
軸
に
、
ダ
ウ
ラ

ス
製
鉄
会
社
ハ
ゲ
ス
ト
家
)
と
の
相
違
を
、

「
一
八
豆

0
年
代
及
び
七
一
い
)
年
代
に
お
け
る
荷
企
業
の
収
益
性
の
転
倒

は
、
そ
の
根
本
原
因
を
鋼
鉄
生
産
へ
の
推
転
、
高
炉
生
産
力
の
増
大
等
を

目
的
ど
し
だ
と
こ
ろ
の
投
資
活
動
の
相
違
の
う
ち
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

(
叩
)

る
の
で
あ
る
。
」

と
結
論
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
デ
l
タ
に
お
け
る
利
潤
率
又

は
資
本
利
益
率
、
つ
ま
り
当
時
の
資
本
家
自
身
に
よ
る
計
算
が
必
要
で
あ

る
故
、
表
5
が
安
部
氏
に
よ
る
事
後
的
な
計
算
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

お
こ
う
。
次
に
B
/
S
か
ら
固
定
資
本

(
E
E
一
、
二
、
及
び
ニ
二
一
二
、

二
三
六
、
二
五
六
、
二
六
七
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
想
定
)
の
比
率
を
算

定
す
る
と
、
四
五
・
五
%
(
償
却
前
B
/
S
)
、
四
六
・

O
M
(償
却
後

B
/
S
)
左
求
め
ら
れ
る
。
又
、
償
却
後
B
/
S
か
ら
自
己
資
本
比
率
を

求
め
る
と
八
八
・
一
筋
の
数
値
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
四
節
一
八
三
三
年
の
特
別
委
員
会
報
告
書

一
八
一
一
一
三
年
八
月
一
九
日
に
、
「
製
造
業
、
商
業
、
及
び
海
運
業
に
関



単位:%

年・月| A B 1年・月| A C 

1813・3 -11.2* -8.8* 1839・6 23.6 12.1 
1814・3 4.8 4.8 1840・6 18.3 7.1 
1815・3 9.1 9.1 1841・6 5.4 3.7 
1816・3 4.4* 4.7* 1842・6 0.2 1.3 
1817・3 1843・3 0.0 -1.6 
1817・8 5.5* 5.6* 1844・3 0.0 2.2 
1818・10 - 11845・3 1.1 6.5 
1819・3 96.4* 96.4* i 1846・3 50.9 24.0 
1820・3 11.6 11. 6 i 1847・3 49.8 22.5 
1821・3 1.4 2.3 i 1848・3I 22.8 14.7 
1822・3 9.6 12.4 I 1849・3 2.4 2.2 
1823・3 15.2 20.3 1850・3 -0.1 1.2 
1824・3 8.4 17.4 1851・3 -0.0 1.2 
1825・3 11. 2 -0.2 -0.4 

1826・3 12.6 20.4 I 1853・3 25.6 12.3 
1827・3 5.3 5.1 1854・3 54.9 23. 7 I 
1828・3 7.5 14.9 1855・3 25.6 11.1 
1829・3 5.8 8.7 1856・3 37.7 18.4 
1830・3 2.1 2.0 1857・3 65.0 
1831・3 2.9 2.9 
1832・3 0.0 ! -9.8 1870・3 6.8 3.4 

1833・3 1871・3 7.4 6.8 

1834・3 19.0 I 24.6 1872・3 4.8 
1873・3 6.7 

C 1874・3 -9.9 -5.2 

1835・3 7.9* 4.9* 1875・3 -20.3 -14.2 

1836・6 11.1 9.8 1876・3 -22.3 -18.0 

1838・6 22.5 14.0 1877・3
1838・6 16.3 8.7 1878・3 -13.1* -12.9* 

カヴアースヴァの自己資本利益率表5

門

口

)

す
る
特
別
委
員
会
報
告
書
」
(
以
下
、
特
別
委
員
会
報
告
書
と
略
称
〉
が
下
院

に
提
出
さ
れ
た
。
報
告
書
の
冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い

久
w

。「
当
特
別
委
員
会
は
、
連
合
王
国
に
お
け
る
製
造
業
、
商
業
、
及
び
海

運
業
の
現
状
を
調
査
す
る
た
め
に
、
及
。
ひ
そ
れ
に
関
す
る
自
ら
の
意
見
と

原典:Cyfarthfa Papers， Box 12， Box 14 and Ledger. 
備考:(l)A : Wil1iam 1， Wi1liam II， Robert (Cyfarthfa) 
B : Cyfarthfa全体

C : Crawshay Group 

(2)以上は年利益率であり，月数は考慮したが日数は考慮

外である。

(3) *を付した年度については，史料上の制約のため，分

母の資本の一部に他の数値を代用している。但しかか

る操作が利益率に与える影響は無視しうるほど僅少で

ある。

引用:安部悦生「南ウェーノレズ製鉄業における経営活動の分

祈Jp. 61. 

観
察
の
結
果
を
議
会
へ
随
時
報
告
す
る
た
め
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
当

委
員
会
に
対
し
、
ト
レ
イ
ド
及
び
製
造
業
に
関
す
る
現
在
の
会
期
に
議
会

に
提
出
さ
れ
た
夫
々
の
請
願
が
付
託
さ
れ
た
。
そ
し
て
当
委
員
会
の
商
前

で
行
な
わ
れ
た
証
言
の
議
事
録
を
報
告
す
る
こ
と
を
、
当
委
員
会
は
権
限

付
託
さ
れ
た
。
当
委
員
会
は
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
項
を
調
査

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

一
一一一一



利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

し
、
夫
々
の
証
人
を
召
喚
し
た
。
そ
し
て
証
人
は
そ
の
証
一
一
言
を
議
会
へ
報
u

(
川
崎
〉

止
口
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
」
。

五
月
十
四
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
証
人
尋
問
を
手
掛
り
に
、
利
潤
率

〔
吋
丘
町
丘
町
円
。
去
を
序
で
述
べ
た
用
法
に
従
え
ば
利
益
率
と
訳
出
す
べ

き
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
白
体
を
検
討
す
る
局
面
で
も
あ
り
、
前
章
と
の

関
連
を
考
え
た
場
合
訳
し
分
け
に
微
妙
な
場
面
も
あ
る
の
で
、
本
節
で
は

利
潤
率
に
統
一
し
た
心
又
は
資
本
利
益
率
に
関
連
す
る
証
言
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
一
つ
の
照
射
の
素
材
を
提
供
し
た
い
。
業
種
は

製
造
業
を
中
心
と
し
て
検
討
す
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
商
業
、
海
運
業
に

お
け
る
利
潤
率
・
資
本
利
益
率
に
も
言
及
す
る
。

な
お
、
種
々
の
業
種
の
証
人
が
れ
盆
場
す
ろ
た
め
、
当
時
の
経
済
状
、
泌
を

概
観
し
て
お
く
と
、
一
八
二
五
年
の
プ

i
ム
を
境
に
不
況
局
面
に
突
入
し

(
刊
品

)

(

M

〉

て
お
り
、
農
業
不
況
、
商
業
全
般
の
不
況
、
金
本
位
制
へ
の
復
帰
(
一
八

二
一
年
)
に
端
的
に
示
さ
れ
る
政
府
の
デ
フ
レ
的
貨
幣
政
策
と
小
額
紙
幣

発
行
の
動
、
吏
に
国
内
で
の
企
業
防
競
争
の
激
化
に
加
え
て
、
ア
メ
リ

カ
、
プ
ロ
シ
ア
等
の
後
進
資
本
主
義
国
と
の
国
際
間
競
争
の
激
化
等
に
よ

っ
て
若
干
の
例
外
(
証
言
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
例
え
ば
キ
ャ
ラ
コ
捺
染

業
、
↓
建
築
業
〉
を
除
け
ば
、
業
績
悪
化
を
訴
え
る
企
業
が
殆
ん
ど
で
あ

る
。
又
、
全
て
の
証
人
が
企
業
形
態
に
関
し
て
応
答
し
て
い
る
訳
で
は
な

い
が
、
証
言
に
拠
れ
ば
、
及
び
第
二
章
第
一
節
で
既
述
し
た
理
由
か
ら

も
、
個
人
企
業
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
企
業
と
判
断
さ
れ
る
。

利
潤
率
に
関
し
て
は
全
て
の
製
造
業
者
が
言
及
し
て
い
る
訳
で
は
勿
論

な
い
が
、
…
か
な
り
多
く
の
製
造
業
者
が
そ
の
証
言
の
中
で
言
及
し
て
お

四

り
、
利
潤
率
が
当
時
一
般
的
な
概
念
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば

4
Z
B回
目
白
口
円
円
。
ロ
(
建
築
業
〉
は
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。
〔
以

下
、
証
言
番
号
、
委
員
会
の
質
問
、
証
人
の
回
答
の
順
で
引
用
す
る
。
〕

「
一
八
二
八
、
建
築
業
者
は
ト
レ
イ
ド
の
増
加
に
比
例
し
て
彼
等
の
利

益
&
増
大
さ
せ
て
き
ま
し
た
か
?
も
し
そ
れ
が
建
築
業
者
が
利
益
の
パ

ー
セ
ン
ト
公
官
官

R
S
S官

a
H
V
B
R
)
〔
利
潤
率
の
意
か
〕
を
増
大

さ
せ
た
か
と
う
か
を
開
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
な
ら
ば
、
私
は
否
と
い

い
た
い
。
し
か
し
彼
は
そ
の
事
業
を
ず
っ
と
良
い
仕
方
で
行
な
っ
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
自
分
の
資
本
額
に
対
し
て
彼
が
か
つ
て
支
払
っ
た

〔
司
同
三
口
問
:
;
:
受
取
っ
た
と
同
義
〕
よ
り
も
よ
り
多
く
〔
の
利
益
額
〕

を
彼
自
身
に
支
払
っ
て
い
ま
す
。
例
、
え
ば
、
か
つ
て
は
自
分
の
資
本
に
対

し
て
二

O
M
〔
の
利
潤
率
〕
を
生
み
出
し
て
い
た
一
人
の
建
築
業
者
が
、

現
在
で
は
一
つ
又
は
一
二
〔
%
の
利
潤
率
〕
よ
り
多
く
を
生
み
出
し
て
は

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
彼
の
資
本
の
思
慮
、
深
い
使
用
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
彼

の
資
本
〔
額
〕
の
増
加
に
よ
っ
て
、
彼
は
白
人
刀
が
行
う
事
業
量
を
増
加
さ

(
泌
〉

せ
、
自
分
の
収
入
を
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。
」

彼
の
証
言
は
、
寸
叩
H
O
B
S
V
B冊
目
(
卸
服
地
荷
)
の
証
言

ご
四
二
八
、
(
質
問
省
略
〉
私
は
常
に
利
潤
率

(
H
Z
S
B
C同
]VHCE)

と
利
益
総
額
(
岳
町
田
四
四
円
呂
田
仲
叩
白
5
0
5円
。
同
賞
。
由
。
と
を
区
別
し
て

い
ま
す
。
利
潤
率
は
減
少
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ト
レ
イ
ド
の
よ
り

良
い
シ
ス
テ
ム
〔
在
庫
の
減
少
、
信
用
の
短
期
化
等
〕
及
び
そ
の
他
の
事

(

げ

)

情
が
利
潤
率
の
減
少
を
相
殺
す
る
か
も
し
れ
ま
ぜ
ん
。
」

と
重
ね
れ
ば
、
利
潤
率
の
低
下
と
、
使
用
資
本
額
の
増
加
等
に
よ
る
利
益
額



の
増
大
と
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。
以
下
、
綿
業
、
綿
業

の
一
部
の
キ
ャ
ラ
コ
捺
染
業
、
亜
麻
紡
績
業
、
絹
織
物
業
、
製
鉄
業
の
順

に
利
潤
率
・
資
本
利
益
率
え
は
利
益
に
関
連
す
る
証
言
を
引
用
し
て
み
よ

ふ
ノ
。
同
町
田
内
民
話
回
目
白
目
白
可
(
引
退
し
た
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
マ

l
チ
ャ
ン
ト
)
「
六

五
一
、
[
綿
〕
紡
績
業
に
お
け
る
利
潤
率
は
、
大
い
に
〔
機
械
の
〕
改
良
の

導
入
一
に
依
存
し
て
お
り
、
個
人
が
改
良
の
利
用
の
優
先
を
獲
得
す
る
の
に

従
っ
て
種
々
の
設
備
毎
に
異
な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
そ

れ
口
利
潤
率
〕
は
常
に
そ
の
こ
と
円
改
良
の
導
入
〕
に
依
存
し
て
お
り
、

個
人
が
可
能
な
限
り
平
く
改
良
を
行
な
わ
な
い
限
り
、
彼
の
損
失
は
、
そ

れ
、
つ
ま
り
被
の
〔
改
良
の
〕
無
視
に
よ
っ
て
増
大
す
る
で
し
ょ
う
@
し

か
し
、
そ
れ
〔
改
良
〕
が
常
に
利
益
を
も
た
ら
す
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
か

な
り
の
改
良
が
導
入
さ
れ
た
場
合
で
す
ら
、
他
の
事
情
が
利
潤
率
を
減
少

(
四
)

さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」

田
町
ロ
弓
出
c己【同問看
R
S
(綿
業
)
「
五
一
九
O
、
あ
な
た
は
、
そ
の

〔
綿
業
〕
ト
レ
イ
ド
の
状
態
が
現
在
ど
う
で
あ
り
、
過
去
二
年
間
に
そ
の

状
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
?
私
は
そ
の
ト
レ
イ
ド
が
利
益

ハ
叩
出
〉

に
関
す
る
限
り
、
極
端
に
悪
か
っ
た
と
考
え
ま
す
。
:
:
:
」

d
q
呂
町
田
自
の
お

E
F
Y己
申
吋
(
綿
業
)
「
五
一
一
一
六
五
、
グ
ラ
ス
ゴ

l

及
び
そ
の
近
隣
に
お
け
る
そ
れ
ら
一
一
つ
の
事
業
〔
綿
紡
績
業
と
力
織
機
織

布
業
〕
の
状
態
は
、
現
在
の
利
益
に
つ
い
て
ど
ん
な
で
す
か
?
現
在
そ

(
開
山
)

れ
ら
は
、
両
方
共
勿
論
低
い
で
す
。
」

d
『
己
目
回
目
河
町
民

go-go居
間
(
綿
業
)
「
一
一
五
囚
二
、

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

一
八
二
六
年

以
来
の
〔
綿
〕
紡
績
業
に
お
け
る
低
利
益
〔
率
〕
は
か
な
り
の
程
度
一
八

二
四
年
及
び
一
八
二
五
年
〔
の
ブ

i
ム
期
〕
に
お
け
る
工
場
建
設
の
投
機

(

幻

)

に
帰
し
う
る
の
で
す
か
?
私
は
非
常
に
著
し
い
と
言
い
た
い
で
す
。
」

の
8
円
問
。
∞
白
山
神
宮
(
綿
業
〉
「
九
O
三
C
、
あ
な
た
が
精
通
し
て
い
る

綿
紡
績
と
織
布
部
門
に
お
け
る
ト
レ
イ
ド
の
現
状
は
ど
ん
な
で
す
か
?

そ
れ
は
下
降
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
は
、
紡
績
ト
レ
イ
ド
が
利
益
を
生

(勾〉

ま
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

同
「
九
二
ハ
二
、
そ
の
〔
昨
年
中
頃
ま
で
の
〕
利
益
は
、
慎
重
な
人
が

そ
れ
円
ト
レ
イ
ド
μ

を
開
始
す
る
程
に
十
分
で
し
た
か
?
私
は
、
そ
れ

が
〔
紡
績
と
織
布
の
両
者
を
〕
結
合
し
た
事
業
部
門
で
は
そ
う
で
あ
り
、

(
幻
)

分
離
し
た
部
門
で
は
そ
う
で
な
か
っ
た
と
考
え
ま
す
。
」

以
上
の
証
言
か
ら
、
綿
業
で
は
一
八
二
六
年
以
降
の
利
潤
率
の
低
下
、

そ
れ
へ
の
対
策
と
し
て
機
械
の
改
良
、
紡
・
織
兼
営
化
ハ
織
布
で
は
力
織

機
の
採
用
)
の
方
向
性
が
検
出
し
え
よ
う
。

綿
業
の
一
部
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ラ
コ
捺
染
業
で
は
次
の
よ
う
に
業
績
の

好
転
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

』曲目

g
、H
Z
5
8ロ
(
キ
ャ
ラ
コ
捺
染
業
)
「
三
五
三
九
、
捺
染
ト
レ

イ
ド
の
現
状
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
意
見
は
ど
う
で
す
か
?
私
の
意
見

は
、
過
去
六
年
間
三
八
二
八

1
一
二
三
年
μ

の
他
の
部
分
門
最
近
一
八
カ

月
を
除
い
た
部
分
〕
よ
り
も
、
現
在
及
び
最
近
一
八
カ
月
が
よ
り
繁
栄
し

た
状
態
に
あ
る
し
、
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
よ
り
安

定
し
た
需
要
及
び
正
当
な
公
包
る
報
酬
を
与
え
る
価
格
が
存
在
し
、
そ

れ
〔
事
業
〕
に
参
加
し
て
い
る
全
て
の
人
々
に
よ
り
良
い
雇
用
が
存
在
し

五



利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

(

包

)

て
い
ま
す
。
」

又
、
同
じ
紡
績
業
で
も
、
亜
麻
紡
績
業
の
場
合
は
平
均
的
利
潤
〔
率
〕

を
指
捕
し
て
お
り
、
又
、
絹
織
物
業
で
は
比
較
的
業
績
良
好
の
よ
う
で
あ

る。し「
O
V
ロ
認
知
門
田
町
即
日
目
〈
亜
麻
紡
績
業
)
「
二
四
二
六
、
全
体
と
し
て
、
工

場
に
使
用
さ
れ
た
資
本
は
、
〔
亜
麻
紡
績
で
は
〕
相
当
生
産
的
で
あ
る

と
、
あ
な
た
は
考
え
ま
す
か
?
私
は
、
そ
れ
〔
資
本
〕
が
全
体
を
と
れ

ば
、
他
の
事
業
と
比
較
し
て
平
均
的
な
利
潤
〔
率
〕
を
あ
げ
て
き
た
と
信

(
お
)

じ
ま
す
。
」

d
S
H
同
町
田
自
民
国
吋

iHMg(絹
織
物
商
人
)
「
四
九
二
九
、
あ
な
た
は
、
絹

織
物
業
に
お
け
る
資
本
家
へ
の
利
益
に
関
す
る
情
報
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
か
?
私
は
、
絹
ト
レ
イ
ド
の
織
布
部
門
公
宮

B
g
c
p
a
R
P

-A
岱叩冨ーュ
g
g同
)
に
つ
い
て
、
ぞ
れ
が
利
益
を
生
む
ト
レ
イ
ド
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
大
変
増
大
し
て
い
る
ト
レ
イ
ド
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
、
背
定
的
に
述
べ
る
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
は
他
の
当
事
者
か
ら
得
ら
れ
た
一
般
的
知
識
か
ら
の
み
述
べ
て
い
ま

ハ
お
)

す
。
」製
鉄
業
に
関
し
て
は
、

〉
三
宮
O

ロ
司
回
目
口
(
製
鉄
業
)
「
一

O
二
四
一
、
〔
あ
な
た
が
述
べ
た
〕

そ
の
見
積
り
か
ら
、
当
委
員
会
は
、
あ
な
た
が
非
常
に
巨
額
な
資
本
を
仕

事
に
使
用
し
て
い
る
と
理
解
し
ま
す
。
そ
の
資
本
は
、
最
近
あ
な
た
に
十

分
な
利
益
を
与
え
て
い
ま
す
か
?
私
は
い
い
た
い
の
で
す
。
確
か
に
違

(
幻
)

い
ま
す
と
。
」

一一一一六

向
「
一

O
四
O
三
、
(
質
問
省
略
)
疑
い
も
な
く
、
〔
資
本
に
対
し
〕

何
の
利
益
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
昨
年
は
何
ら
の
〔
自
己
資
本
〕

(
叩
品
〉

利
子
も
な
く
、
損
失
を
蒙
っ
た
と
述
べ
た
い
。
」

当
三
山
田
自
民
富
田
ヴ
ロ
吋
可

ω日VRBJ司
(
製
鉄
業
)
「
一

O
七
四
六
、
あ
な

た
は
、
行
な
わ
れ
て
き
た
鉄
の
価
格
の
上
昇
が
、
今
や
報
酬
を
与
え
る
よ

う
な
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
か
?
私
は
、
そ
う
な
り
つ

つ
あ
る
と
は
考
え
ま
せ
ん
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
中
の
鉄
ト
レ
イ
ド
一

般
を
と
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
正
当
な
利
益
を
も
っ
て
〔
自
己
資
本
〕
利
子

を
支
払
う
の
に
十
分
な
報
酬
を
可
能
に
し
、
そ
し
て
又
、
消
費
さ
れ
た
資

産
価
値
に
お
け
る
減
価
〔
償
却
〕
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
為
の
年
間
〔
利
議
〕

金
額
を
と
っ
て
お
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
ト
レ
イ
ド
で
現
在
あ
る
と
は
、

ハm岬
)

私
は
考
え
ま
せ
ん
。
」

従
っ
て
、
製
鉄
業
で
は
、
減
価
償
却
〔
費
〕
及
び
自
己
資
本
利
子
を
賄
う

に
足
る
利
潤
率
を
あ
げ
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

次
じ
、
当
時
の
資
本
家
・
企
業
家
が
、
ど
の
よ
う
に
利
潤
率
を
算
定

し
、
具
体
的
に
何
Mm程
度
を
良
好
と
見
倣
し
て
い
る
か
を
可
能
な
限
り
探

っ
て
み
よ
う
。

カ
ヴ
ァ

l
ス
ヴ
ァ
で
は
、
利
益
を
、
他
人
資
本
へ
の
利
子
は
勿
論
、
自

己
資
本
利
子
及
び
減
価
償
却
費
の
両
者
を
費
用
に
含
め
て
控
除
し
た
後
の

利
益
(
「
利
潤
」
)
で
把
援
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
検
討
し
た
と
お
り
で
あ

る
。
し
か
し
、
特
別
委
員
会
に
お
け
る
証
言
か
ら
表
6
に
纏
め
た
よ
う

に
、
カ
ヴ
ァ

l
ス
ヴ
ァ
の
タ
イ
プ
〔
E
〕
が
全
て
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

建
物
・
機
械
の
減
価
償
却
と
自
己
資
本
利
子
の
両
者
と
も
既
に
認
識
さ
れ



利潤率の計算方法

タ イ プ 人 名 |業 種 |根拠の証言|

1.減価償却前・ John恥iarshall 13E麻紡績業 2445 

自己資本利子控 Robert Barry 造船業 6040， 6041 

除前 Henry Tanner 海運業 6681 ※1 

ihmm 製鉄業 10401 
Wi11iam H. Sparrow 製鉄業 10746 

海運業 2523 ※2 I 

自己資本利子控 John Ewart 商業 4148 ※2 

除前 Joshua Milne 綿業 10997 

ill.減価償却後・ Kirkman Finlay 引退した商人 1179 

自己資本利子控 Wi11iam Graham， J r. 綿業 5547， 5548 

除後 James Aiken 海運業 6999， 7000 

表B

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

(1主)1. Retorts from the Select Committee on Man叫Ifactures，Commeγce， 
and Shitting， 1833.より作成。
2. interest of capitalを自己資本利子正解するのは問題ないと思うが
interest of moneyの場合も自己資本利子と解した。
3. ※1.証言 6599では減価償却後。
※2.減価償却費については推定。

て
は
い
る
が
、
河
者
共
費
用
に
合
め
ず
に
利
益
を
算
出
し
、
資
本
額
(
こ

の
内
容
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
。
)
と
の
比
率
を
算
定
し
〔
減
価
償

却
前
・
自
己
資
本
利
子
控
除
前
の
利
潤
率
の
算
定
〕
、
そ
の
利
潤
率
が
、

減
価
償
却
や
自
己
資
本
利
子
を
賄
う
に
足
り
る
も
の
か
を
考
え
る
タ
イ
プ

〔
I
〕
、
減
価
償
却
費
に
つ
い
て
は
費
用
に
含
め
て
利
益
を
計
算
し
、
利

潤
率
を
求
め
〔
自
己
資
本
利
子
控
除
前
の
利
潤
率
〕
、
そ
の
利
潤
率
で
自

己
資
本
利
子
を
賄
え
る
か
を
考
え
る
タ
イ
プ
門
E
〕
が
、
他
に
存
在
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
業
種
別
に
み
て
も
表
6
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
製
鉄
業

で
は
タ
イ
プ

I
の
み
で
あ
る
が
、
海
運
業
で
は
タ
イ
プ

I
I
E
の
全
て
に

亘
っ
て
お
り
、
綿
業
で
も
タ
イ
プ
E
l
E
に
分
散
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

最
終
的
な
経
済
的
効
果
に
つ
い
て
は
同
一
で
あ
る
と
は
い
え
、
減
価
償
却

〔
費
〕
と
自
己
資
本
利
子
を
費
用
と
し
て
把
握
す
る
か
、
利
益
と
し
て
把

握
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
一
致
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
留

意
し
な
が
ら
、
次
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
パ
ー
セ
ン
ト
が
問
題
と
さ

れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

先
ず
利
潤
率
の
下
限
で
あ
る
が
、
減
価
償
却
費
を
費
用
に
折
り
込
み
済

の
場
合
は
、
自
己
資
本
利
子
〔
一
八
コ
二
二
年
に
部
分
的
緩
和
が
あ
っ
た

が
、
法
定
利
子
率
は
五
%
で
あ
り
、
自
己
資
本
利
子
率
を
五
%
と
す
る
企

ハm叫
)

(

況

)

業
家
が
多
い
が
、
四
umと
す
る
企
業
家
も
あ
っ
た
む
が
下
限
と
し
て
把

握
可
能
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
〔
減
価
償
却
後
〕
自
己
資
本
利
子
控
除
前

の
利
潤
率
で
あ
れ
ば
、
四
又
は
五
%
で
あ
り
、
自
己
資
本
利
子
を
支
払
う

と
純
利
益
ゼ
ロ
と
な
っ
て
し
ま
う
率
が
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

皆

g
s
-
c
z
g弓
(
手
形
仲
買
業
)
「
一
一
一
一
四
、
も
し
二

O
、
0
0

七



利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

0
ポ
ン
ド
〔
の
資
本
〕
が
投
下
さ
れ
て
い
る
工
場
の
利
潤
〔
率
〕
が
年
に

た
っ
た
四
%
の
利
潤
[
率
J

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
利
潤
率

に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
意
見
は
ど
う
で
す
か
?
私
の
意
見
は
、
ぞ
れ
が

〈
詑
)

全
く
不
十
分
な
利
潤
[
率
]
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
」

同
「
一
三
豆
、
あ
な
た
は
、
た
っ
た
四
%
を
支
払
う
工
場
に
二
(
)
、
。

0
0ポ
ン
ド
を
投
資
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
で
す
か
?
勿
論
そ
う
で

(刊ぢ
す
。
」吋『
CHHHmw
田
口
三
円
。
ロ

ω田
口
(
真
鈴
製
造
業
)
「
四
六
三
五
、
ハ
質
問
省
略
)

・
〔
パ

1
2
ン
ガ
ム
の
め
る
富
裕
な
か
す
が
い
製
造
業
者
が

ω包
H

に

語
っ
た
一
言
葉
と
し
て
〕
『
・
:
:
私
は
自
分
の
全
資
本
を
四
%
〔
の
利
潤

率
〕
で
残
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
〔
ぞ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
〕
そ

(
お
)

の
ト
レ
イ
ド
を
あ
な
た
に
譲
り
た
い
。
』
・
:
・
」

荷
者
と
も
減
価
償
却
費
・
自
己
資
本
利
子
に
関
す
る
質
疑
応
答
が
な
い
の

で
確
定
は
し
が
た
い
が
、
減
価
償
却
後
、
自
己
資
本
利
子
控
除
前
の
利
潤

率
と
解
し
て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
減
価
償
却
後
四
銘
の
利

溺
率
で
)
自
己
資
本
利
子
〔
こ
の
場
合
は
四
勿
〕
を
賄
う
と
い
う
考
え
方

で
あ
り
、
現
役
の

ω・
0
Z
5
0可
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
で
は
不
十
分
で
あ

り
、
引
退
し
た
い
富
裕
な
か
す
が
い
製
造
業
者
に
と
っ
て
は
一
応
満
足
で

き
る
水
準
で
あ
る
、
と
解
し
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
現
役
の
企
業
家
に
と
っ
て
、
ど
の
程
度
が
実
質
上
の
下
限

と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
「
C
F
口
開
当
月
一
昨
(
ブ
ロ
ー
カ
ー
〉
の

証
言
が
か
な
り
の
手
掛
り
を
与
え
て
い
る
。

「
四
一
四
七
、
:
:
・
自
分
自
身
の
資
本
で
五

C
、
Q
0
0ポ
ン
ド
で
ト

一
一
二
八

レ
イ
ド
を
開
始
し
た
商
人
に
と
っ
て
、
低
利
潤
〔
率
〕
と
は
何
だ
と
あ
な

た
は
考
え
ま
す
か
?
私
は
、
ト
レ
イ
ド
に
お
け
る
自
身
の
労
働
、
リ
ス

ク
を
〔
賄
う
利
益
を
〕
含
め
て
六
%
を
「
低
利
潤
率
と
〕
考
え
て
い
ま

(包〉
す。」
「
四
一
四
八
、
あ
な
た
は
自
己
資
本
利
子

('zzzs己
え

E印

円
目
立
円
即
日
)
を
含
め
て
〔
つ
ま
り
控
除
前
で
U

述
べ
て
い
る
の
で
す
か
、
又

は
自
己
資
本
利
子
を
控
除
後
で
述
べ
て
い
る
の
で
す
か
?
私
は
、
自
己

(
鈍
)

資
本
利
子
を
含
め
て
述
べ
て
い
ま
す
。
」

「
四
一
五
回
、
工
場
の
〔
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
〕
性
格
か
、
り
し
て

〔
利
潤
率
は
六
%
〕
よ
り
大
き
い
と
あ
な
た
は
考
え
ま
せ
ん
か
?
ぞ
う

(鈍〉
で
す
。
」
減
価
償
却
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
明
言
が
な
い
が
、
内
容
上
、
滅
価

償
却
後
と
解
し
て
大
過
な
い
と
推
定
さ
れ
る
故
、
減
価
償
却
後
、
自
己
資

本
利
子
控
除
前
で
六
%
を
越
え
る
利
潤
率
、
自
己
資
本
利
子
(
囚
又
は
五

%
〉
控
除
後
で
一

1
二
%
を
越
え
る
利
潤
率
が
、
製
造
業
へ
の
資
本
投
下

の
最
下
限
と
意
識
さ
れ
て
い
た
と
推
測
し
う
る
。
こ
う
考
え
る
と
、

当
ロ
ロ
回
目
。
g
g
H
H
H
L
Z
ロ
宮
町
の
次
の
証
言
と
も
一
致
し
う
る
の
で
あ

る
。
〔
彼
は
、
減
価
償
却
後
、
自
己
資
本
利
子
控
除
後
の
利
潤
率
で
答
え

て
い
る
。
〕

「
五
五
二
二
、
(
質
問
省
略
)
・
・
し
か
し
、
も
し
私
が
五

O
、
0

0
0ポ
ン
ド
〔
の
現
金
〕
を
所
有
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
し
て
そ
れ
〔
資

本
〕
に
対
し
て
一
%
又
は
二
%
〔
の
利
潤
〕
率
よ
り
多
く
を
私
が
得
る
こ

と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
そ
し
て
も
し
私
が
健
康
で
数
年
生
存
す
る
見
込



が
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
そ
れ
門
資
本
〕
を
工
場
へ
投
下
す
る
こ
と
を
好
ま

(
お
)

な
い
で
し
ょ
う
。
」

つ
ま
り
の

S
E
B
も
、
減
価
償
却
後
・
自
己
資
本
利
子
控
除
後
で
一

vn
又
は
二
%
の
利
潤
率
を
資
本
投
下
の
際
の
最
下
限
と
考
え
て
い
た
と
推

定
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
同
じ
の
S
E
B
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
最
近
七
、
八
年
〔
一
八

二
六

l
三
三
年
〕
及
び
現
状
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い

ゆ

φ

。「
五
五
四
七
、
あ
な
た
は
、
グ
ラ
ス
ゴ

l
に
お
い
て
最
近
七
、
八
年
の

製
造
業
に
使
用
さ
れ
た
資
本
の
利
潤
〔
率
〕
は
ど
う
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
か
?
・
・
:
し
か
し
、
現
在
我
々
の
〔
綿
業
〕
ト
レ
イ
ド
に
お
い
て
我

々
が
〔
自
己
資
本
〕
利
子
を
越
え
て
コ
一
か
ら
五
%
の
利
潤
〔
率
〕
を
我
々

の
商
品
に
与
え
る
契
約
〔
が
も
し
あ
れ
ば
、
そ
れ
〕
を
喜
ん
で
行
う
と
い

ハ
お
)

う
こ
と
を
、
私
は
時
帰
路
な
く
述
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
」

「
五
五
四
九
、
そ
れ
で
は
、
当
委
員
会
は
、
製
造
業
者
一
般
が
慎
重
さ

と
勤
労
と
の
利
用
に
よ
っ
て
も
、
最
近
で
は
資
本
に
対
し
て
四
又
は
五
銘

以
上
〔
の
利
潤
率
〕
を
生
み
だ
す
こ
と
が
出
来
な
い
、
と
理
解
し
て
良
い

で
す
か
?
そ
れ
は
、
非
常
に
多
く
製
造
の
種
類
に
依
存
し
て
お
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
あ
な
た
が
生
産
し
て
い
る
繊
維
〔
の
種
類
〕
に
、

(
お
)

そ
し
て
そ
れ
へ
の
需
要
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
」

証
言
五
五
四
九
に
よ
れ
ば
、
製
品
種
類
に
よ
っ
て
(
背
景
に
需
要
の
相

異
)
利
潤
率
は
異
な
る
も
の
の
、
証
言
五
五
四
七
に
よ
る
と
、
一
八
二
六

1
三
三
年
で
は
減
価
償
却
後
・
自
己
資
本
利
子
控
徐
後
で
三
J
五
%
の
利

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

濁
率
を
得
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で

みのザ。。
更
に
、
証
言
の
中
で
一
番
高
い
利
潤
率
を
求
め
る
と
、
げ
の
・

ω即日刊が

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
八
二
四
、
二
五
年
頃
に
は
真
鈴

製
造
業
で
〔
減
価
償
却
後
・
自
己
資
本
利
子
控
除
前
で
|
|
推
定
1

1

〕

三
O
M
の
利
潤
率
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

「
四
五
三
八
、
ハ
質
問
省
略
)
:
・
・
私
は
一
八
年
間
〔
こ
の
真
鈴
製
造
〕

事
業
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
私
の
ト
レ
イ
ド
は
〔
一
八
二
四

l
二
五
年

頃
の
〕
好
況
時
に
は
容
易
に
〔
利
益
を
〕
与
え
、
そ
し
て
年
二
一
、

0
0
0

ポ
ン
ド
の
利
益
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
そ
れ
は
一
般
費

(
幻
)

用
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
の
に
失
敗
し
て
い
ま
す
。
」

「
四
五
三
九
、
投
下
さ
れ
た
資
本
額
は
ど
れ
だ
け
で
す
か
?
お
よ
そ

一
O
、

0
0
0ポ
ン
ド
〔
の
資
本
〕
が
好
況
時
に
は
そ
れ
〔
三
、
O
O
Q

〈
幻
)

ポ
ン
ド
の
年
利
益
〕
を
与
え
ま
し
た
。
」

そ
し
て
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
に
は
、
一
般
的
利
濁
率
の
存
在
が
次
の

よ
う
に
肯
定
さ
れ
て
お
り
、
同
・
呂
田

a
Eロ
に
よ
れ
ば
、
〔
償
却
前
〕
自

己
資
本
利
子
控
除
前
で
二
O
%
の
利
潤
率
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。。。8
3
d弓
田
丘
四

Z
R呂
田
口
(
引
退
し
た
材
木
商
)
「
三
五
O
六
、
資

本
に
対
す
る
利
益
〔
率
〕
守
8
出

2
8
2
1
H即
日
)
〔
資
本
利
益
率
〕
に
つ

い
て
、
事
物
の
現
状
に
関
す
る
あ
な
た
の
意
見
は
ど
ん
な
で
す
か
?
そ

れ
は
〔
回
答
す
る
の
に
〕
非
常
に
困
難
な
点
で
す
。
そ
し
て
私
は
ど
う
す

れ
ば
正
確
に
答
え
ら
れ
る
か
を
知
り
ま
せ
ん
。
私
は
一
般
的
利
潤
〔
率
〕

一
三
九



利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

ハ
叩
拍
)

(悶叩口叩吋出-日

vg空
白
〉
は
高
く
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
」

同
「
三
五

O
七
、
あ
な
た
は
、
一
般
的
利
潤
〔
率
〕
が
ト
レ
イ
ド
全
般

に
存
在
す
る
と
考
え
ま
す
か
?
和
ゆ
わ
か
ト
争
r
u
b
ゆ
か
ι
p
h
L

、
(
お
)

ん
。
」
(
傍
点
は
引
用
者
)

』
・
冨
向
島
田
口
「
一
一
四
四
六
、
年
二
一
O
w
m
を
〔
一
般
的
利
調
率
で
あ
る

と
〕
あ
な
た
は
一
言
う
の
で
す
か
?
あ
な
た
は
〔
そ
こ
か
ら
〕
工
場
及
び

機
械
の
減
価
額
を
補
填
す
る
為
に
年
[
額
〕
な
に
が
し
か
を
控
除
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
控
除
勧
U
出、

-wル
〔
市
中
〕
山
町
勘
九
r
U
和
小

?
、
、
、
、
、
、
、
、
(
鈎
)

る
他
の
ト
レ
イ
ド
と
同
一
で
す
。
」
(
傍
点
は
引
用
者
)

勿
論
、
現
実
に
は
、
他
の
産
業
に
関
す
る
知
識
の
欠
如
、
資
本
の
有
機

的
構
成
の
相
違
等
に
よ
っ
て
資
本
の
産
業
間
移
動
が
容
易
で
な
か
っ
た
こ

と
は
次
の
証
言
か
ら
も
開
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
現
実
を
踏
ま
え
た
七

で
、
一
般
的
利
潤
率
が
資
本
家
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る

点
は
重
要
で
あ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
Q

E
g弓
問
。
己
仏
国
当
O

円昨日
H

(

綿
業
)
「
五
二
七

O
、
も
し
製
造
業
に
対

し
て
そ
の
よ
う
な
非
常
に
低
い
利
潤
率
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
グ
ラ
ス

ゴ
!
の
製
造
人
口
及
び
グ
ラ
ス
ゴ

i
の
工
場
〔
数
]
に
お
い
て
生
じ
て
い

る
増
加
を
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
か
?
製
造
業
〔
者
数
〕

の
増
大
に
つ
い
て
は
、
か
か
掛
か
一
払
品
川
和
ト
い
ち
い
わ
ん
い
が
一
勧
ん
い
t
r
t
r
h』

知
ら
な
い
し
、
彼
は
他
の
全
て
の
ト
レ
イ
ド
が
彼
自
身
の
〔
ト
レ
イ
ド
〕

と
同
じ
よ
う
に
不
況
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
、
そ
し
て
彼
が
自
分
の
状

態
を
よ
り
良
く
す
る
他
の
見
込
が
あ
る
の
で
な
い
限
り
、
〔
彼
が
そ
の
ト

レ
イ
ド
を
〕
統
け
る
こ
と
、
そ
し
て
又
、
彼
の
息
子
を
他
の
ト
レ
イ
ド
よ

一
四

O

り
も
同
じ
ト
レ
イ
ド
へ
入
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
よ
り
自
然
で
す
。
そ
し

て
そ
の
こ
と
が
、
低
い
利
潤
〔
率
〕
か
ら
生
じ
る
〔
利
益
額
の
〕
不
足
を

(
川
叫

U

補
う
た
め
に
彼
を
し
て
自
分
の
事
業
を
拡
張
し
よ
う
と
さ
せ
る
の
で
す
己

(
傍
点
は
引
用
者
)

〉
-
同
己
目
(
製
鉄
業
)
「
一

O
三
九
八
、
そ
れ
で
は
〔
巨
額
な
資
本
が

固
定
資
本
に
投
下
さ
れ
る
か
ら
〕
あ
る
製
鉄
業
者
守
口
同
D
口

B
a
gる

が
彼
の
製
鉄
所
に
投
下
し
た
資
本
を
何
か
他
の
製
造
業
へ
転
換
で
き
る
と

仮
定
す
る
こ
と
は
全
く
誤
っ
た
概
念
で
す
ね
?
確
か
に
彼
は
通
常
の
ト

(
必
)

レ
イ
ド
の
や
り
方
で
は
出
来
ま
せ
ん
。
・
:
:
」

最
後
日
ぃ
、
利
潤
率
・
資
本
利
益
率
の
分
母
の
問
題
、
つ
ま
り
総
資
本

か
、
自
己
資
本
か
(
又
は
他
の
概
念
か
)
の
問
題
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る

が
、
小
稿
全
体
の
論
理
展
開
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
小
括
で
の
検

討
に
ま
わ
し
、
こ
こ
で
は
一
つ
の
手
掛
り
と
な
る
海
送
業
に
お
け
る
事
例

を
紹
介
す
る
こ
と
に
留
め
て
お
く
。

海
運
議
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
「
利
潤
率
」
が
算
定
さ
れ

て
い
る
。

同・叫，

E
D
R
(海
運
業
)
「
六
五
八
七
、
そ
れ
で
は
そ
の
結
果
は
、
昨

年
に
そ
れ
ら
の
船
が
獲
得
し
た
利
卦
公

Z
B
Z
B
)
〔
酌
〕
は
約
五
必

で
す
ね
?
元
の
資
本
ハ
p
o
oユ
岡
山
口
氏
口
出
立
S
C
に
対
し
て
は
お
よ

(

必

〉

そ
そ
の
位
で
す
。
」
(
傍
点
は
引
用
者
)

こ
の
計
算
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
数
値
は
、
分
子
の
純
利
益
一
、
三
二

一
ポ
ン
ド
余
、
及
び
分
母
の
資
本
二
六
、
四
三
七
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
前
者

の
純
利
益
一
、
三
二
一
ポ
ン
ド
余
は
、
表
7
の
第
七
棟
の
合
計
で
あ
り
、



表
7
H. 
T
a
n
n
e
r
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
所
属
す
る
船
舶

RTego istered 
Built r
 
b
y
 
P
 the O
w
n
e
r
s ，
 
Cost 

Present 
A
m
o
u
n
t
 

A
m
o
u
n
t
 

S
H
I
P
'
S
 N
A
M
E
.
 
nnage. 

011rchasYede，
 
a
 
Price. 

Value. 
。f

of 
a
n
d
 in 
w
h
a
t
 Year. 

Insuranc巴，
1832.
N
e
t
 G
a
i
n ，
 1832 .
 

.E. 
.E. 

.E. 
s. 
d. 
.E. 
s. 
d
 .
 

N
e
v
a
 …
…
 

230 
built 
in ・

H
・
H
・…
....1830

2 ，225 
1 ，800 

122 
18 
11 

149 
1
 272 

L
o
n
d
o
n
d
e
r
r
y
 

229 
purchased. …・・

・
・・
1829

2 ，
 
140 

1，600 
150 
14 
-

219 
7
 6
 

C
a
s t1e
 Ed
e
n
 …
-

221 
built 
……...・

H
・....1830

2，025 
1，500 

130 
14 
2
 
155 
1
 -72 

O
s
p
r
e
y
 

224 
built 
・
H
・
H
・
H
・
H
・.....1824

2 ，685 
1 ，300 

122 
15 
7
 
150 
17 
772 

W
i
n
d
s
o
r
 C
a
s t1
e
 …・

219 
ditto 
…
…

υ
・
......1823

2 ，542 
1，300 

127 
5
 10 

215 
19 
1
 

Blackbird …
 

194 
ditto 
..................1825 

2，581 
1，200 

102 
10 
4
 
60 
16 
572 

P
o
m
o
n
a
 …
…
-

197 
ditto 
・…・・…・・・……

1814
2，800 

1，100 
91 
2
 7
 
28 
18 
472 

Lavinia
・
H
・
H
・..

188 
purchased.

……・・…
1825

1 ，200 
900 
92
一
一

35 
9
 372 

J
a
n
e
 

202 
built 
... .......・

H
・-…
1829

1， 
925 

1， 
400 
111 
19 
372 

68 
8
 672 

C
o
rdelia ...・

H
・..

277 
purchased

…
…
…
…
1826 

2 ，800 
1 ，800 

114 13 
9
 
95 
16 
472 

S
e
a
h
a
m
.
 ・…・・

261 
built 
…・・・…・・・……

1825
3，514 

1，800 
86 
12 
4
 
141 
11 
172 

η，u 

aA
句A
an
苛

， nF白
26， 437

1
町
00
/
1，253 
6
 972 

1
1， 
321 
11 
772 

(注
)
Report f
r
o
m
 the 
Select 
Committee 

0
η
Manufactures. 

Commerce. 
a
n
d
 Shipping. 

p. 
397. 

~
揮
さ
除
.
.
.
I
j
剣
特
定
ヰ
君
事
時
三
や
ニ
ド

1
 g( 1
 



利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

各
船
ハ
Z
0
4
m
w
号
以
下
二
般
)
の
一
八
三
二
年
に
お
け
る
航
海
(
例
え

ば
Z
0
4
山
号
で
は

ω戸
口
念
ユ

g
a
か
ら
円
、
己
白
血

B
ま
で
の
六
航
海
と
、

〉

R
E口
伺
色
か
ら

Z
2
2出
丘
町
ま
で
の
一
航
海
)
の
収
支
尻
の
合
計
で

あ
り
、
支
出
に
は
保
険
料
〔
表
7
の
第
六
欄
〕
が
含
ま
れ
る
が
、
船
の
減

門

的

制

)

価
償
却
費
ー
ー
ー
約
七
v
n
%
ー
ー
ー
も
、
自
己
資
本
利
子
も
含
ま
れ
て
い
な

い
。
後
者
の
資
本
二
六
、
凶
一
二
七
ポ
ン
ド
は
、
第
四
欄
の
費
用
価
格
i
|

取
得
原
価

l
i
の
合
計
で
あ
る
。
又
、
、
H
，
S
H
M
2
は
、
純
利
益
一
、
三
二

一
ポ
ン
ド
余
を
、
各
船
の
時
価
の
合
計
〔
第
五
欄
〕
、
一
五
、
七

0
0ポ

ン
ド
と
も
次
の
よ
う
に
関
連
さ
せ
て
把
握
し
て
い
る
。

「
六
六
八
二
、
あ
な
た
は
、
減
価
償
却
費
を
年
七

M
M加
で
あ
る
と
、
資

本
の
価
値
を
そ
の
割
引
し
た
額
で
1

1
あ
な
た
は
一
五
、
七

O
Qポ
ン
ド

と
一
言
い
ま
し
た

l
l計
算
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
、
〔
船
の
時
価
〕
一
五
、

七
0
0ポ
ン
ド
に
対
し
て
七
V

九
%
の
減
価
償
却
費
〔
H
約
一
、
一
七
七
ポ

ン
ド
〕
は
、
あ
な
た
が
〔
純
〕
利
誌
と
呼
ぶ
も
の
二
、
コ
二
二
ポ
ン
ド

余
〕
の
全
て
を
殆
ん
ど
吸
収
し
て
し
ま
い
ま
す
ね
?
は
い
、
可
能
な
限

(
H
H
)
 

り
殆
ん
ど
を
。
」

「
六
六
八
三
、
従
っ
て
、
減
価
償
却
費
控
除
後
で
は
、
そ
の
資
本
は
何

ら
の
〔
自
己
資
本
〕
利
子
を
与
え
ま
せ
ん
ね
?
ほ
ん
の
少
し
、
約
一
一
一

(
川
叫
)

0
ポ
ン
ド
〔
正
し
く
は
約
一
四
四
ポ
ン
ド
〕
で
す
。
」

「
六
六
八
五
、
そ
れ
で
は
、
そ
の
財
産

T
H船
〕
の
減
価
の
為
の
適
切
な

ア
ロ
!
ワ
ン
ス
〔
減
価
償
却
〕
を
な
し
た
後
で
は
、
一
五
、
七
一
ロ
コ
ポ
ン

ド
門
の
資
本
レ
が
一
四
四
ポ
ン
ド
の
日
型
利
益
を
与
え
て
い
る
戸
「
利

潤
率
」
約

0
・
九
銘
〕
の
で
す
ね
?
は
い
、
し
か
し
、
も
し
そ
れ
〔
滅

一
四

価
償
却
費
か
U

が
取
点
一
明
慨
に
対
し
て
計
算
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
円
結

果
〕
は
巨
額
な
損
失
で
す
。
」

減
価
償
却
前
の
利
益
を
、
船
の
取
得
原
価
二
六
、
四
三
七
ポ
ン
ド
で
除

せ
は
、
前
出
の
よ
う
に
約
五
一
・

0
M初
で
あ
り
、
船
の
時
価
一
五
、
七

0
0

ポ
ン
ド
で
除
せ
ば
、
約
八
・
四
形
〔
H
，

g-口
氏
に
と
っ
て
は
、
こ
の
比
率

が
最
も
意
味
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。
〕
と
な
る
。
又
、
減
価
償
却
後
〔
自

己
資
本
利
子
控
除
前
〕
利
益
約
一
四
四
ポ
ン
ド
を
船
の
取
得
原
価
で
除
せ

ば
、
約

0
・
五
彪
で
あ
り
、
時
価
で
除
せ
ば
、
前
出
の
よ
う
に
約
0
・
九

銘
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
「
利
潤
率
」
が
満
足
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
彼

が
次
の
よ
う
に
応
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
れ
る
。

「
六
六

0
0、
一
般
の
船
が
そ
の
所
有
者
に
良
好
な
利
益
を
生
み
だ
す

為
に
は
、
そ
の
船
が
〔
時
価
に
対
し
、
七

M
M
の
一
減
価
償
却
費
控
除
前

で
〕
一
二

M
Mを
も
た
ら
す
と
い
う
風
に
あ
な
た
は
考
え
ま
す
か
?

は
い
、
そ
の
〔
一
二
必
と
い
、
7
〕
あ
か
ら
一
五
〔
%
い
ま
で
を
門
私
は
考

(
M
W
)
 

え
ま
す
〕
。
」

寸
出
口
出
叩
円
に
と
っ
て
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
約
八
・
四
%
の
計
算
を
も

う
一
度
見
直
す
と
、
こ
れ
は
、

恥
漂
白
)
同
∞
ω
N
雨
明
一
れ
お
之
が
き
臥
〔
，
相
純
白
議
い
岳
部
・

E
印
濁
u
甘さ
ω山
静
胃
常

連〕

S
A叩
叫
吋

出
刷
出
昨

3
事
責
S
ゆ
叩
叶

と
解
さ
れ
る
。
彼
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
企
業
が
、
船
以
外
の
資
産
を

所
有
し
て
お
ら
ず
、
又
、
資
金
源
泉
が
全
て
自
己
資
本
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ
の
比
率
は
、
総
資
本
利
益
率
で
あ
り
、
同
時
に
自
己
資
本
利
益
率
で
あ



り
う
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
条
件
が
全
て
満
た
さ
れ
る
蓋
然
性
は
極
め

て
小
さ
い
で
あ
ろ
う
。
貸
借
対
照
表
関
係
の
資
料
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い

為
、
断
定
は
し
難
い
に
し
て
も
、
例
え
ば
事
務
所
一
つ
を
と
っ
て
も
、
そ

の
建
物
|
|
固
定
資
本
|
|
、
現
金
|
|
流
動
資
本
、
事
務
所
費
用

1

1

費
用
項
目
等
の
項
目
が
、
先
の
式
の
分
母
と
、
総
資
本
の
差
と

し
て
登
場
し
え
よ
う
。
資
金
源
泉
に
つ
い
て
は
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
先

の
式
は
、
|
当
卜
い
附
ー
と
い
う
意
味
〔
但
し
、
固
定
資
本
の
全
て
を
含
む

白
河
川
崎
勃

も
の
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
〕
に
解
す
る
の
が
最
も
妥
当
と
判
断
さ
れ

る
。
そ
れ
故
、
こ
の
基
礎
の
上
で
計
算
さ
れ
た
約
八
・
四
銘
が
、
二
一

M

M
l
一
五
銘
と
さ
れ
る
良
好
な
「
利
潤
率
」
と
比
較
し
て
か
な
り
悪
い
業

績
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
、
海
運
業
で
良
好
と
さ
れ
る
一
五
%
自
体
が
、
一

般
的
利
潤
率
と
さ
れ
た
二

Q
M
〔
分
母
は
総
資
本
と
仮
定
す
る
〕
と
比
較

し
て
、
単
に
比
率
が
小
さ
い
と
い
う
表
面
上
の
差
の
み
な
ら
ず
、
流
動
資

本
部
分
を
加
算
す
れ
ば
一
五
%
以
下
に
落
ち
る
比
率
で
あ
る
故
、
他
の
業

種
と
比
較
し
て
海
運
業
が
極
端
に
業
績
の
悪
い
時
期
に
あ
る
こ
と
が
理
解

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ハ
1
)

寡
聞
の
限
り
で
、
次
の
よ
う
な
資
料
(
小
稿
で
紹
介
す
る
も
の
を
除
く
)

が
存
在
し
て
い
る
〔
ア
メ
リ
カ
企
業
に
つ
い
て
も
一
九
世
紀
中
の
も
の
を
掲
げ

る〕。
〈
イ
ギ
リ
ス
企
業
〉

一八
O
五
l
二
四
年
の
ウ
ィ
ル
ト
シ
ア
の
毛
織
物
業
者
F
ラ
i
p
家
(
大
河

内
暁
男
一
『
産
業
革
命
期
経
営
史
研
究
』
岩
波
書
底
、
一
九
七
八
年
)

一
八
四
一
一
六
七
年
の
ブ
ラ
ッ

F
・
ダ
イ
ク
杭
毛
会
社
〈
開
・
玄
・
巴
阿
君
。
コ
y

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

切
E
n
b
b
k常
ミ
ミ
P
R
N
b
m
託
。
ミ
・
中
川
敬
一
郎
ご
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
経

営
史
の
基
本
問
題
1
1自
由
貿
易
体
制
下
の
企
業
経
営
と
そ
こ
に
現
わ
れ
た

『
自
己
破
壊
』
の
様
相
l
|」
『
社
会
経
済
史
大
系
-m
』
弘
文
堂
、
一
九
六
一

年
)一
七
八
四

i
一
八
二
二
年
の
キ
ャ
ロ
ン
会
社
(
巳
山
口

E
E
Y
Eの
苦
3
ロ

の。
B

U

E

d

H

4
史
i
g
M
凶

日

吋

v
o
u
g
E
ω

丘
一
口
仏
5
可

同

品

E
E問
H
E
O

H
E
5
E白
]

河

2
。-
C
昨日0
ロ
¥
・
同
町
も
な
ミ

H
3
5
刊
誌
町
ミ
之
、
2
3室
、
宮
町
同
な
e

H
。
、
し
ア
〈
。
}
・
〈
-
H
F
Z
。・
M
-
H
由
日
間
・
な
お
同
誌
〈
。
]
・
H
u
p
z
。・

H
・
5
一日目・

の
〉
・
同
・
出
向
日
r
z
Z
O
件。。ロ
h
n
m
w吋

3
口
。
。
阿
国
宮
田
口
可
ロ
∞
AH1H
由M
M
H

叶
HMO

百円。
b
g
。叫山口品
Z
m
w
q
可

ιロユ出向
H
F
。
同
口
品
ロ
ω
守
山
印
}
問
。
〈
。
-
E目。ロ
.
t
可〉・

回目円
n
F
・
・
を
参
照
の
こ
と
)

-
八
四
プ
l
七
一
年
の
F
ロ
1
シ
ェ
イ
・
グ
ル
ー
プ
(
安
部
悦
生
「
一
九
世

紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
製
鉄
業
経
営
と
ヲ
ン
テ
ィ
品
化
」
『
経
営
史
学
』
第
一

二
巻
三
号
、
一
九
七
八
年
)

一
八
四
八
年
の
ゲ
ス
ト
家
の
利
益
比
較
(
安
部
悦
生
、
前
掲
稿
)

〈
ア
メ
リ
カ
企
業
〉

一
八
三
八
八
四
年
の
門
ベ
イ
カ
j
図
書
館
に
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
〕

紡
績
会
社
一
一
社

3
同
居
。
coz-ι
コの
F
h
s
同誌
h
E足
早
立
た
切

な
急
、
吃
刊
誌
な
喜
志
の
ぬ
対
立
号
、
仁
子
司
君
〈
川
口
ι
ロロ
2
・
MMg自・
H
U
A
W田
圃

)

一
八
七
五
年
の
ル
イ
ヴ
ィ
ル
・
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
鉄
道
会
社
(
向
社
の
営

業
報
告
書
。

kr
・
u・
(
U
F
m

口色
o
h

』
円
・
(
旦
)

M

Z

常
均
三
旬
、
。
Q

号
.
M
J
F
ぬ

う『ミ
E
K
句
、
守
的
H
N
W
N
.
h

切

E
な
2ω
・
九
目
。
言
内
、
句
ぬ
、
突
出
河
内
Q
R
段、ポ
2
・国民円。。』

5
F
回
E
n
o
h
w
君
主
《
P
E
P
-
z
.
d「・

S
8・
)

一
八
九
五
年
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
社
(
同
社
の
営
業
報
告
書
)

一
八
九
九
年
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
社
(
同
社
の
営
業
報
告
書
〉

四



利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

(

2

)

大
河
内
暁
男
『
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
研
究
』
一

O
六
I
七
頁
。

ハ
3
)

大
河
内
暁
男
「
イ
ギ
リ
ス
ヱ
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸

借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義
」

H
t局
、
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
一
七
巻
四
号
、

第
一
八
巻
一
号
、
三
号
、
一
九
六
四
年
。
及
び
大
河
内
暁
男
『
産
業
革
命
期
経

営
史
研
究
』
岩
波
書
底
、
一
九
七
八
年
、
第
一
一
部
第
二
章
参
照
。

(
4
〉
』
・
冨
凶
器
日
0
・
丹
念

h
u
w
d
b
o
z
p
s遺
書
S
A
V
Eど
偽
札
句
柄
、
ミ
ミ
H
b
内在

bRNfhww、守的匂町、町
2
3
F
町Hq・
3
山
、
ア
甘
口
・
印
国
I
l

品0
・ロ
P
M
1。
SRwhvミ
ミ
町
、
。
」
、

急
向
。

2
ミ
町
内
〉

H

叶
由
。
(
三
上
陵
一
ニ
『
近
代
利
子
論
の
成
立
』
一
九
一
頁
注

一
九
参
照
)

(
5
〉
大
河
内
統
男
『
夜
業
革
命
期
経
営
史
研
究
』
七
六

t
八
頁
に
若
干
加
筆
。

ハ
6
)

大
河
内
暁
男
『
産
業
革
命
期
経
営
史
研
究
』
七
八
頁
。

(
7
〉
大
河
内
抗
男
『
産
業
革
命
期
経
営
史
研
究
』
七
九
百
。

(
8
〉
印
・

2
ロ巳《
Y

M

】』『、

C
6
3
R
2
旬。
¥
h
h一。弘、
E
h
h
g
Q
hぬ苦
S
?
司

-
M
U
臼・

〔旬。ロハリ白ロ・

H
Y
M
叶M
'
〕

ハ
9
)

者
・
目
白
S
O
U
E
〉
口
開
堂
々
肘
ロ
四
日
目
ω『
わ
三
件
。
ロ
忌
日
。
S
H
k
t
n
g
，

E
H
Z
口
問
印
可
阜
の
ヨ
一
何
回
同
問
ユ
HCE
冨
g
m
w

呂
志
日
∞
∞
q
・
h
2霊
ミ
s
h
bミ
九

凶
器
S
G
Z
H
4
2
2
2
p
w
z
。・

Hω
・
4司
E
H合
同
国
お
・
な
お
、
中
村
万
次
編
著

司
原
価
計
算
発
達
史
論
』
第
三
章
に
こ
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(
加
)
安
部
悦
生
「
南
ウ
ェ

l
ル
ズ
製
鉄
業
に
お
け
ろ
経
営
活
動
の
分
析
!
ー
ク

ロ
l
シ
エ
イ
の
事
例

1
1」
『
社
会
経
済
史
学
』
第
四
二
巻
六
号
、
一
九
七
七

年
、
六
六

1
七
頁
、
但
し
傍
点
は
除
い
た
。

(
日
〉
河
馬
、
。
ミ
」
、
、
。
苦

HF、

h
又
R
H

向
。
遺
書
な
町
内
、
。
s
h
h
Q
道恥¥ぬえ柄拘唱可
2
・

向
。
童
話
再
n
p
Q
3
k
h』f
e
v
R
h
一
E
R
H
P
S
m
w
』山『言ミ
2

。L『
h
E，t
R
3
2司

令
混
乱

bkv』
守
君
"
民
主
向
、
時
弘
』
3RHhwpH
∞
u
u・
河
内
叩
唱
江
口
HO
且
E

旬
、
な
』
向
、
苦
.
君
主
む
也

、、
Eω

句、
3

2
。
¥
旬
、
NHh旬、
w

』UQ之
町
ぬ
き
2NHQ、
兄
、
お
も
鳥
、
旬
、

H
S
且
虫
色
コ
ミ

一
四
四

均
言
。
~
ミ
芯
主
同
A

、
RNRFP
〈。
-
-
M
・
5
8・

(
ロ
)
同
区
内
山
J

H

U

・口一

ハ
時
)
印
忠
臣
己
。

]
T
n
r
gロ
(
金
物
製
造
業
)
の
証
言
二
八
四
二

Q
F
広
・
ロ
・
ミ
U
)

で
は
、
農
業
不
況
、
商
業
全
般
の
不
況
、
及
び
労
働
組
合
結
成
に
よ
る
賃
銀
の

上
昇
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
又
、

J
・
D
-
チ
ェ
ン
パ

l
ス
に
よ
っ
て
次
の
よ

う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
ま
た
農
村
の
混
乱
が
農
業
労
働
者
た
ち
の
函
窮
に
世
人
の
注
意
を
向
け
て

い
た
一
八
一
六

l
一
九
年
や
一
八
三
一
!
三
二
年
。
」

C-
ロ

-muzgg円夕

刊
窓
要
。

zhh。3
0
¥
時
祉
、
建
号
』
k
・
句
、
町
立
込
尽
喜
皇
制
.n
町
民
的
言
、
同

L13翠

同∞
h
w
も
な
同
∞
∞
。
w

。
M
E
a
dロ
2
・
M
ν
2
3
H
u
m
-

宮
崎
犀
一
・
米
川
伸
一

訳
『
世
界
の
工
場
|
|
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
一
八
二

O
i
一
八
八

0
1
1』
岩

波
書
底
、
一
九
六
六
年
、
ニ

O
六
頁
J

(
日
)
注
日
の
証
言
二
八
四
二
参
照
。
な
お
、
前
田
重
凋
「
産
業
革
命
期
イ
ギ
リ

、J
1
J

ス
の
商
業
ー
ー
一
八
三
三
年
特
別
委
員
会
報
告
を
中
心
に
|
|
」
上
中
、
中
央

「、「、

大
『
商
学
論
纂
』
第
一
四
巻
一
・
ニ
ニ
ニ
号
、
第
一
五
巻
四
号
、
一
九
七
三
年
、

に
詳
粧
な
分
析
が
見
ら
れ
る
。

(
日
)
』
-
U
・
ゎ

E
E
g
g
-
8・
nFw
宮
崎
犀
一
・
米
川
伸
一
訳
、
前
掲
帯
、

八
六
頁
。

(
t
c
h
ε
E
L
Z
吉
町
営

h叫
与
え
合
連
き
刊
号
、
言
』
h
g
a
¥星
電
2
・

向
。
苦
苦
2
・2
r
b
a弘'同
E
・もも同
3h-
司

-
H
H
品・

(
η
)
H
t
E
・
甘
・
∞
∞
こ
の
証
言
に
つ
い
て
、
前
田
重
朗
氏
は
、
本
来
の
利
潤

率
を
意
味
す
る
か
、
マ
ー
ジ
ン
率
〔
売
上
高
利
益
率
の
意
で
あ
ろ
う
〕
を
意
味、J

す
る
か
は
、
問
題
が
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
前
回
霊
殿
、
前
掲
稿
、
上fι

、

二
四
七
頁
の
注
ロ
)
。
し
か
し
、
一
路
株
主
隊
出
官
l
w
d
l
r副
射
さ
隊
出
官
×
刷
棚
M

甘
回
朝
刊
M

官

と
す
る
分
解
は
、
わ
れ
わ
れ
の
知
る
限
り
ド
ナ
ル
ド
ソ

y
・
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
っ
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ロー
且.

司

ふ3

~ 
'-' 

及
び
後
出
(J) 

証
言
六
六
JI. 

小
括

産
業
革
命
期
イ
ギ
リ
ス
企
業
の
広
汎
な
資
料
を
渉
猟
し
た
碩
学
ポ
ラ
ー

ド
は
、
産
業
革
命
期
に
お
け
る
企
業
の

「
こ
れ
ら
全
て
の
実
務
が
、
明
言
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
共
通
の
仮

定
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
利
益
は
、
資
本
量
に
直

接
的
に
関
連
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
資
本
に
対
す
る
支
払
で
も
な
け
れ

ば
、
資
本
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
、
と
い
う
仮
定
で

(必〉
あ
る
。
」

と
述
べ
、
更
に
、
残
存
資
料
か
ら
現
代
の
著
者
に
よ
っ
て
資
本
利
益
率
が

計
算
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

「
逆
に
、
当
時
の
人
々

(
n
g
g
g唱
。
門
田
吋
ぽ
印
)
は
、
現
代
的
意
味
の
資

四
五



利
潤
率
と
資
本
利
ぷ
率
に
つ
い
て

本
利
益
率
公
宮
田
尚
昆
広

5
8
8
3
1
S
H
)
の
ど
ん
な
計
算
も
試
み
な

(
灯
)

か
っ
た
。
」

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
デ

l
タ
の
側
か
ら
、
産
業
革
命
期
に
お
け
る
資
本
利
益

卒
概
念
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

又
、
リ
l
も、

「
使
用
資
本
利
益
率
の
現
代
的
概
念
は
、
彼
等
〔
産
業
革
命
期
の
製
造

業
者
〕
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
競
争
的
市
場
に
お
い
て
、
そ
れ
に
付

随
す
る
危
険
を
償
う
最
高
の
利
益
卒
を
獲
得
す
る
と
こ
ろ
の
〔
資
本
の
〕

(
川
崎
)

使
用
へ
と
、
資
本
が
誘
引
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
」

と
同
様
な
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

」
更
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
ト
l
マ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
同
越
の

発
言
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
序
で
既
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
て
、
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
章
・
第
二
章
の
学

説
史
的
検
討
を
経
た
わ
れ
わ
れ
は
、

「
資
本
家
は
一
般
に
白
人
刀
が
前
貸
し
す
る
資
本
の
ど
の
部
分
に
つ
い
て

(

的

叩

)

も
等
し
い
利
益
を
期
待
す
る
と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

と
述
べ
た
マ
ル
サ
ス
の
見
解
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
経
済
学
に
お
い
て

は
、
利
潤
率
な
い
し
一
般
的
利
潤
率
の
概
念
が
前
提
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

し
か
も
利
潤
率
は
(
若
干
の
例
外
は
あ
る
が
)
固
定
資
本
プ
ラ
ス
流
動
資
本
で

あ
る
前
貸
総
資
本
に
対
す
る
利
益
の
比
率
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
る
。
更
に
、
第
三
寧
の
検
討
を
経
て
(
未
だ
不
分
明
な
点
が

あ
る
に
せ
上
〉
、

「
一
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
利
潤
率
は
支
配
的
な
概
念
に
な
っ
た
。

一
四
六

:
そ
れ
〔
利
湖
率
〕
は
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ン
及
び
簿
記
係
の
計
算
に
お
け
る

実
務
に
基
づ
い
て
い
た
よ

と
す
る
タ
ッ
カ

l
の
見
解
も
、
一
八
三
三
年
時
点
で
は
一
応
肯
定
で
き
る

地
点
に
わ
れ
わ
れ
は
到
達
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ポ
ラ
ー

ド
等
の
見
解
に
は
も
は
や
組
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
何
故
に

ポ
ラ
l
ド
等
は
わ
れ
わ
れ
と
は
呉
な
る
結
論
へ
到
達
し
た
の
か
?
以
下

こ
の
点
の
検
討
を
中
心
に
、
利
潤
率
概
念
と
資
本
利
益
率
概
念
の
異
同
の

問
題
以
更
に
接
近
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
括
と
し
た
い
。

そ
の
際
、
リ

l
及
び
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
見
解
は
、
大
き
く
ポ
ラ

l
ド
の
研

究
に
依
拠
し
て
お
り
、
ポ
ラ
l
ド
が
最
も
論
理
的
に
そ
の
論
拠
を
示
し
て

い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ボ
ラ
ー
ド
の
論
拠
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

ポ
ラ

i
ド
は
、
先
の
結
論
の
論
拠
を
二
つ
の
「
異
説
」

9
2
3日
自
由
)

つ
ま
り
、
①
一
資
本
を
、
企
業
の
脅
景
に
あ
る
中
心
的
モ
チ
ー
フ
と
し
て
で

は
な

4
、
企
業
家
精
神
へ
の
補
助
物
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
、
及
び
⑦
資

本
と
収
益
と
を
混
同
す
る
こ
と
(
主
た
る
意
味
は
、
本
来
、
資
産
に
計
上

す
べ
き
支
出
を
費
用
と
し
て
計
上
す
る
、
資
本
的
支
出
と
収
益
的
支
出
の

(
却
)

滋
同
の
こ
と
)
と
し
て
示
し
て
お
り
、
更
に
、
前
者
を
、
付
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
会
計
で
は
、
自
己
資
本
利
子
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
利
益
と
を

区
別
し
て
い
る
こ
と
、
口
法
定
利
子
率
の
存
在
、
及
び
同
固
定
資
本
の
比

率
が
小
さ
い
こ
と
(
債
権
・
債
務
の
比
率
が
大
き
い
こ
と
)
に
分
解
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
、
(
②
か
ら
の
)
判
資
本
的
支
出
と
収
益

的
支
出
の
混
同
を
加
え
た
四
つ
の
論
拠
と
し
て
解
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

論
拠
の
付
と
同
は
、
法
定
利
子
率
〔
第
一
章
第
一
節
で
検
討
済
〕
に
よ



っ
て
最
高
限
を
規
制
さ
れ
た
市
場
利
子
率
で
、
他
人
資
本
へ
の
利
子
支
払

の
み
な
ら
ず
、
擬
制
と
し
て
自
己
資
本
に
対
し
て
も
〔
自
己
資
本
〕
利
子

を
計
算
し
、
利
子
を
費
用
と
し
て
控
除
し
た
後
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

利
益
が
計
算
さ
れ
る
の
で
あ
り
ハ
カ
ヴ
ァ
l
ス
ヴ
ア
文
書
で
見
た
と
お
り
で
あ

る
)
、
資
本
に
対
す
る
報
酬
は
利
子
で
満
た
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
越
え

る
利
益
は
、
「
〔
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
〕
技
能
、
具
体
的
事
業
状
況
、
又
(mv 

は
全
く
の
幸
運
に
依
存
す
る
、
本
質
的
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
報
酬
」

と
凡
ら
れ
、
資
本
と
関
連
し
て
把
握
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

意
昧
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
、
論
拠
の
日
と
同
も
関
連
し
て
お

り
、
固
定
資
本
の
認
識
自
体
が
ま
だ
弱
く
、
認
識
さ
れ
た
場
合
で
も
過
小

に
し
か
計
上
さ
れ
ず
〔
更
に
、
土
地
及
び
作
業
場
の
賃
貸
借
制
に
よ
る
固

定
資
本
の
節
約
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
〕
、
従
っ
て
流
動
資
本

と
嗣
定
資
本
と
の
合
計
と
し
て
資
本
安
把
握
す
る
〔
ポ
ラ

i
ド
は
基
本
的

に
こ
う
資
本
を
把
握
し
て
い
る
J

認
識
が
弱
い
こ
と
、
又
は
信
用
の
媒

介
に
よ
っ
て
資
産
総
額
が
大
き
く
変
動
し
、
そ
の
変
動
す
る
額
と
利
益
と

を
関
連
づ
け
る
認
識
が
発
生
し
な
い
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
論

拠
什
と
凶
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
展
開
か
ら
肯
定
で
き

る
事
実
で
あ
る
し
、
論
拠
岡
も
会
計
史
上
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。

問
題
は
論
拠
国
が
命
題
と
し
て
成
立
し
う
る
か
否
か
と
、
そ
れ
を
も
含
め

て
資
本
利
益
率
概
念
否
定
の
論
拠
た
り
う
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

先
ず
論
拠
同
の
事
実
認
識
に
つ
い
て
、
固
定
資
本
の
割
合
が
小
さ
い
と

す
る
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
河
内
氏
に
よ
っ
て
疑
義
が
提
示
さ
れ
て

(
毘
〉

い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
取
り
扱
っ
た
事
例
か
ら
も
、
第
二
章
で
引
用
し
た

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

『
資
本
論
』
第
三
巻
で
の
一
万
個
の
ミ
ュ

I
ル
紡
錘
を
備
え
た
木
綿
ヱ
場

の
例
で
の
、
総
資
本
二
一
、
五

0
0ポ
ン
ド
(
内
、
固
定
資
本
一

O
、
0

0
0ポ
ン
ド
、
比
率
八

0
・
0
%
)
の
回
定
資
本
比
率
八

ovmは
、
流
動

資
本
二
、
五

0
0ポ
ン
ド
自
体
が
仮
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
し
か
も

業
績
の
良
好
な
一
週
間
を
一
年
間
に
敷
延
し
た
推
論
に
蒸
づ
く
も
の
で
あ

る
か
ら
対
象
か
ら
除
外
す
る
と
し
て
も
、
カ
ウ
ァ

l
ス
ウ
ァ
で
は
、
償
却

前
貸
借
対
照
表
で
屈
定
資
本
比
率
は
四
五
・
五
銘
を
占
め
て
お
り
、
必
ず

し
も
小
さ
な
割
合
で
は
な
い
。
単
一
の
事
例
か
ら
判
断
す
る
の
は
危
険
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
他
に
、
ベ
イ
ン
ズ
(
開
・
回
目
5
3
u
守
・
)
の
著
『
大

(
お
)

ブ
リ
テ
ン
綿
業
史
』
(
一
八
三
五
年
刊
)
に
お
い
て
、
「
最
も
事
情
通
の

人
物
」
と
さ
れ
る
ケ
ネ
デ
ィ

Q
各

自

問

g
D
E己
の
統
計
数
値
に
よ
れ

ム正、

〔
綿
〕
紡
績
業
に
投
下
さ
れ
た
固
定
資
本
(
工
場
、
機
械
、
等
を

合
む
)
・
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
E
・E・--七、

0
0
0、
O
O
Qポ
ン
ド

〔
紡
績
以
外
の
綿
業
諸
部
門
〕
(
織
糸
、
撚
糸
、
漂
白
、
染
色
、

捺
染
、
及
び
洋
品
と
レ

l
ス
の
織
機
の
調
製
〉
に
投
下
さ
れ
…

た
固
定
資
本
:
:
:
:
:
:
:
:
・
・
・
八
、

0
0
0
、
0
0
0ポ
ン
ド

上
記
全
て
の
部
門
に
使
用
さ
れ
た
流
動
資
本

一
五
、

0
0
0、
0
0
0ポ
ン
ド

と
示
さ
れ
て
お
り
、
固
定
資
本
総
額
二
五

0
0万
ポ
ン
ド

l
l
ペ
イ
ン

ズ
は
過
小
評
価
と
み
る
!
ー
は
、
綿
業
界
の
使
用
総
資
本
三
、

0
0
0万

ポ
ン
ド
の
五

O
%
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
事
実
を
追
加
し
え
よ

う
。
こ
の
よ
う
な
事
実
認
識
か
、
り
す
れ
ば
、
論
拠
同
は
、
命
題
自
身
が
成

一
四
七



利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

立
し
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
ま
し
て
資
本
利
益
率
否
定
の
論
拠
た
り
え
な

い
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
。
そ
の
上
、
第
三
章
第
四
節
で
紹
介
し
た
海
運

業
の
事
例
に
よ
っ
て
も
、
事
実
を
も
っ
て
反
論
さ
れ
て
い
る
と
わ
れ
わ
れ

は
解
す
る
。
同
様
に
、
論
拠
同
も
、
高
利
潤
率
と
低
回
定
資
本
比
率
と
に

(
U
A
)
 

よ
っ
て
論
理
を
補
強
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
論
拠
同
が
成
立
し
な

い
と
す
れ
ば
、
資
本
利
益
率
概
念
否
定
の
論
拠
と
し
て
は
非
常
に
弱
い
も

の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

論
拠
付
、
伺
に
つ
い
て
は
、
自
己
資
本
利
子
を
費
用
と
し
て
把
握
す
る

形
態
(
表
6
の
タ
イ
プ

E
〉
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
計
の
全
て
で
あ
れ

ば
、
資
本
利
益
率
概
念
否
定
の
論
拠
た
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
焼
述

の
よ
う
に
、
自
己
資
本
利
子
控
除
前
で
考
え
る
場
合
(
タ
イ
プ

I
・
E
)

が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
自
己
資
本
利
子
控
除
前
の
利
益
を
何
ら
か
の
資

本
に
関
連
づ
け
る
考
え
方
が
存
在
す
る
以
上
、
否
定
の
論
拠
た
り
え
な
い

と
忠
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
論
拠

H
、

ωは
、
タ
イ
プ

E
(更
に
限
定
さ
れ

よ
う
〉
に
お
け
る
白
己
資
本
利
益
率
蹴
念
不
成
立
の
論
拠
と
解
し
た
方
が

実
態
に
却
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
例
え
ば
、
ヵ
ヴ

7
1
ス
ヴ
ァ
文
書

の
表
4
か
ら
表
8
を
作
成
し
て
み
る
と
、
自
己
資
本
利
子
が
、
償
却
前
附

の
自
己
資
本
に
対
し
て
五
Mm
で
あ
る
放
、
ク
ロ

l
シ
ェ
イ
一
世
と
二
世
の

自
己
資
本
利
子
受
取
割
合
は
、
自
己
資
本
の
持
分
比
率
(
期
末
)
と
同
一

で
あ
る
。
し
か
し
「
利
調
」
二
五
、
九
八
一
ポ
ン
ド
余
は
、
現
地
で
経
営

に
携
わ
っ
て
い
る
ク
ロ

1
シ
ェ
イ
二
世
の
割
合
が
増
加
し
、
ク
ロ

I
シ
ェ

イ
一
世
に
六
二
@
五
Mm
、
二
世
に
三
七
・
五
%
の
割
合
に
配
分
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
が
持
分
比
率
に
基
づ
い
て
配
分
さ
れ
て
い
た

各項目の比率

y
 
a
 

市

HQU
 w
 
a
 

T
A
 c
 
m
 
w
k
 

表8

y
 
a
 

唱

n
Q
M
 w
 
a
 

ザ

4c
 
m
 
w
 

Total 

147， 130ポンド余
(100%) 

4，000ポンド

( 2.7%) 

143，130ポンド余

(97.3%) 

146，951ポンド余
(100%) 

3，860ポンド余

( 2.6%) 

143，090ポンド余

(97.4勿〕

償却前BjS自己資本

l司上，出資者負債控
除後

7，356ポンド余

(100%) 

200ポンド

( 2.7%) 

7，156ポンド余

(97.3%) 

一
四
八

25，981ポンド余

(1009的

9，742;fンド余

(37.5%) ! 

16，238ポンド余

(62.5%) 

自己資本利子

33，338ポンド余

(100%) 

(注〉表4より作成。

9，942ポンド余

(29.89約
23，394ポンド余

(70.29引

潤J

自己資本利子+1利
潤J I 

「利



な
ら
ば
(
ク
ロ

l
シ
ェ
イ
一
世
へ
二
五
、
二
七
五
ポ
ン
ド
一
シ
リ
ン
グ
六

ペ
ン
ス
、
同
二
世
へ
七

O
六
ポ
ン
ド
四
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
)
、
先
ず
「
利

抗

ω

角
田

潤
」
を
自
己
資
本
総
額
に
対
応
さ
せ
門
l

凶
問
問

r
p」
p
i
o
-
-叶町田∞∞北

日
仏
叶

]
{
ω
0・
吋

-
H
C

M

M

〕
、
更
に
各
パ
ー
ト
ナ
ー
の
持
分
額
に
応
じ
て
配
分
す
る
と
い
う

考
え
方
が
発
生
し
え
た
は
ず
で
あ
る
。
な
い
し
は
(
可
能
性
は
よ
り
少
な

で
あ
ろ
う
が
)
自
己
資
本
利
子
と
「
利
潤
」
と
の
合
計
を
、
自
己
資
本

総
額
と
関
連
づ
け
る
こ
と
も
資
本
家
の
意
識
に
浮
び
え
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
自
己
資
本
利
子
を
越
え
る
「
利
潤
」
の
配
分
に
つ
い
て
は
既

述
の
よ
う
に
別
の
比
率
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
「
利
潤
」
を
自

己
資
本
総
額
と
関
連
さ
せ
る
考
え
方
も
、
自
己
資
本
利
子
と
「
利
潤
」
の

合
計
を
自
己
資
本
総
額
と
関
連
さ
せ
る
考
え
方
も
、
タ
イ
プ

E
の
内
、
ヵ

ヴ
ァ

i
ス
ヴ
ァ
型
で
は
成
立
し
え
な
い
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
よ

り
一
般
化
す
れ
ば
、
利
益
に
対
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
請
求
権
が
、
持
分
比

率
以
外
の
要
素
で
決
定
さ
れ
る
形
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
は
、
自
己
資

本
利
益
率
概
念
は
成
立
し
え
な
い
と
推
論
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
ポ
ラ

i
ド
の
論
拠
付
、
口
は
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

も
し
、
こ
の
考
え
方
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
先
に
提
示
し

た
、
他
人
資
本
導
入
を
媒
介
と
す
る
総
資
本
利
益
率
か
ら
自
己
資
本
利
益

率
へ
の
転
化
の
可
能
性
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
企
業
一
般
で
は
な
く
、

パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
が
持
分
比
率
に
応
じ
て
利
益
配
当
に
与
る
場
合
、
又
は

小
稿
で
は
既
述
の
理
由
か
ら
対
象
と
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
、
株
式
数
に

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

応
じ
て
株
主
が
「
平
等
に
」
配
当
を
受
け
る
株
式
会
社
企
業
に
、
場
を
求

め
る
必
要
性
が
推
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
第
三
章
第
四
節
で
検
討
し
た
一
八
三
三
年
の
特
別
委
員
会
報
告

書
か
ら
、
綿
紡
績
業
に
お
け
る
利
潤
率
と
一
般
的
利
潤
率
と
を
対
比
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
潤
率
の
分
母
の
問
題
、
つ
ま
り
総
資
本

(
U固
定

資
本
+
流
動
資
本
)
か
、
自
己
資
本

(
1総
資
本
l
他
人
資
本
)
か
、
又

は
他
の
概
念
か
、
の
問
題
を
、
資
料
の
許
す
限
り
追
求
し
て
み
た
い
。

同
・
呂
田
門
的
町
田
-
-
に
よ
っ
て
、
一
般
的
利
潤
率
が
、
償
却
前
・
自
己
資
本

利
子
控
除
前
で
二

O
Mと
措
定
さ
れ
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
。

分
母
が
明
確
で
は
な
い
が
、
一
応
総
資
本
と
仮
定
し
て
お
く
。
綿
紡
績
業

に
お
い
て
は
、
こ
の
一
般
的
利
潤
率
を
一
八
三
コ
一
年
時
点
で
達
成
し
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
第
三
章
第
四
節
で
引
用
し
た
証
言
の
他
に
、
例
え

ギ」号、
の
8吋
間
叩

ωs-HF
「
九
一

O
七
、
(
質
問
省
略
〉
・
:
・
私
は
一
八
二
六
年
以

前
は
綿
紡
績
に
お
い
て
も
か
な
り
の
利
益
が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
し
か

し
そ
の
時
期
以
来
、
そ
れ
は
ペ
イ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
:
リ
~
」

当
E
S
E
-同
-
C
B四
「
一
一
四
八
八
、
現
在
の
綿
花
価
格
、
現
在
の
製

品
価
格
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
は
そ
れ
ら
の
製
品
を
損
失
な
し
に
生
産
で
き

(
日
)

ま
す
か
?
い
い
え
、
絶
対
違
い
ま
す
。
」

と
い
う
証
言
に
よ
れ
ば
、
綿
紡
績
業
で
は
、
収
支
ト
ン
ト
ン
又
は
若
干
の

損
失
を
生
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
綿
紡
績
業
で
は
、
減
価
償
却
費
を
費

用
に
含
め
る
の
が
原
別
で
あ
る
か
ら
、

1
1
1
自
己
資
本
利
子
の
控
除
前
か

後
か
で
数
値
が
動
く
に
し
て
も
1

1
蓋
然
性
の
高
い
自
己
資
本
利
子
(
五

一
四
九



利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

%
と
し
て
)
控
除
後
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
若
干
の
損
失
と
い
う
状
態
は
、

減
価
償
却
後
・
自
己
資
本
利
子
控
除
前
で
五
勿
弱
の
利
潤
率
と
な
り
、
仮

に
減
価
償
却
費
を
資
本
に
対
し
一
O
M
と
し
て
も
、
減
価
償
却
前
・
自
己

資
本
利
子
控
除
前
の
利
潤
率
は
一
五
M
m
弱
で
あ
っ
て
、
二
O
M
と
さ
れ
る

一
般
的
利
潤
率
に
は
到
達
し
て
い
な
い
。
減
価
償
却
費
の
資
本
に
対
す
る

割
合
は
、
分
母
の
資
本
の
内
容
が
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
算
出
し
え
な
い

が
、
減
価
償
却
率
自
体
は
、
証
言
の
中
に
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
注
町
で

引
用
し
た
巧
.
の

szsw
可
・
の
証
言
五
五
四
八
で
は
二
泊
%
で
あ
り
、

(
四
叩
)

同
・
宮
口
H
H
O

の
証
言
一
O
九
九
八
で
は
機
械
に
対
し
約
一
O
%

。BS三

円
目
立
的
の
場
合
の
み
三
三

v
n
m
)
で
あ
り
、
。
・

ω
B
3
F
の
証
言
九
二
ニ

(
回
)

九
、
九
一
四
三
で
は
、
機
械
及
び
建
物
に
対
し
て
六
%
で
あ
る
。
又
、
ポ

ラ
l
ド
に
よ
る
表
9
も
参
考
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
当
・
の
S
i

E
F
匂
・
の
二
U
畑
町
加
は
別
に
し
て
、
固
定
資
本
(
機
械
・
建
物
等
〉
の

帳
簿
価
格
〔
又
は
時
価
〕
に
対
す
る
比
率
で
あ
ろ
う
か
ら
、
総
資
本
又
は

自
己
資
本
に
対
す
る
減
価
償
却
費
の
比
率
は
、
六
%
、
一
O
M
m
よ
り
は
る

か
に
小
さ
く
な
ろ
う
。
仮
に
、
一
O
%
が
総
資
本
に
対
す
る
比
率
で
あ
る

と
し
て
も
、

E
M
出
の
よ
う
に
綿
紡
績
業
に
お
け
る
利
潤
率
は
、
償
却
前
・

自
己
資
本
利
子
控
除
前
で
一
五
銘
弱
と
な
り
、
一
般
的
利
潤
率
に
は
る
か

に
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
又
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
統
計
数
値
に
よ
る
固
定
資
本

比
率
五
O
%
を
援
用
す
れ
ば
、
固
定
資
本
に
対
す
る
六
%
の
減
価
償
却
費

が
総
資
本
に
対
し
て
は
コ
一
労
と
な
り
〔
当
・
の

S
E
E
-
同
吋
・
の
二
日
比
%
に

近
似
〕
、
固
定
資
本
に
対
す
る
一
o
w
m
の
減
価
償
却
費
が
五
%
と
な
り
、

総
資
本
利
益
率
は
、
夫
々
、
償
却
前
・
自
己
資
本
利
子
控
除
前
で
八
形
、

一
五

O

一
O
M
と
な
り
、
一
般
的
利
潤
率
の
半
分
以
下
と
な
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
一
般
的
利
潤
率
が
自
己
資
本
利
益
率
で
計
算
さ
れ
て
い
る
、
と

仮
定
し
て
も

l
l
こ
の
蓋
然
性
は
、
よ
り
小
さ
い
で
あ
ろ
う
が
|
l
綿
紡

績
業
に
お
け
る
自
己
資
本
利
益
率
が
二
O
%
に
到
達
す
る
に
は
、
自
己
資

本
利
子
五
銘
に
加
え
て
、
自
己
資
本
に
対
す
る
減
価
償
却
費
の
比
率
が
一

五
%
に
達
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
総
資
本
に
対
す
る
減

価
償
却
費
の
比
率
と
し
て
五
%
(
対
固
定
資
本
比
率
一
O
%
〉
の
場
合
で

も
、
減
価
償
却
費
が
自
己
資
本
に
対
し
て
一
五
%
と
な
る
為
に
は
、
総
資

本
に
対
す
る
自
己
資
本
比
率
は
三
三
%
%
門
以
下
U

で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
綿
紡
績
業
全
体
で
自
己
資
本
比
率
が
三
三
%
%
と
い
う

低
位
に
あ
る
こ
と
は
、
先
ず
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
自
己
資

本
利
益
率
の
場
合
で
も
、
紡
績
業
に
お
け
る
そ
れ
は
一
般
的
利
潤
率
に
到

達
し
て
い
な
い
、
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

論
理
展
開
を
更
に
正
確
に
す
る
為
に
は
、
会
産
業
部
門
及
び
当
該
産
業

部
門
の
企
業
に
関
す
る
貸
借
対
照
表
に
よ
っ
て
、
総
資
本
中
に
占
め
る
固

定
資
本
の
比
率
、
総
資
本
に
対
す
る
自
己
資
本
の
比
率
が
与
え
ら
れ
る
必

要
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
手
掛
り
は
特
別
委
員
会
報
告
書
で
は
一
切
与
え

ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
業
種
を
拡
大
し
、
証
言
の
文
面
か

ら
判
断
す
る
と
し
て
も
、
一
方
に
、
〉
・
同
日
の
証
言
一
O
コ
一
九
九
で
は

「
自
ら
の
資
本
に
対
し
て
一
五
M
G
町
宮
門
円

g
F
若
宮
町
山
田
口
岳
民
回
目
)

(ω) 

〔
の
利
潤
率
〕
を
う
け
る
べ
き
で
あ
る
」
(
傍
点
は
引
用
者
)
と
自
己
資
本

利
益
率
を
思
わ
せ
る
証
言
が
あ
り
、
他
方
に
、
同
・
宮
口
自
の



表9 減価償却率

Dale Fげ川 0γ induslγy Annual Rale 01 Detrecialioπon: 

利潤
Build司 Steam 

Machineγy tngs engznes 

率 % % % 
と 1769 Carron Ironworks 8 8 8 

本資 1780s Soho 5(a) 

率益利 1797-1800 Soho Foundry 5 8 

lこ 1822-1831 Soho Foundry 10 15 

つ 1806 Copperworks 5 

QU14 Herculaneum Pottery 10 

1825 Locomotives 15 

1827 Marshall Flax Co. 7U 

1831-1872 Tinplate works 5 

1832 Greg Cotton Mil1 (b) 5 5 10 

1832 Ashworth Cotton Mil1 5(c) 5(c) 

1833 Cotton industry 10 

1833 Cotton mi11 6 

1833 Cotton mil1 10-33]，3 

1833 1roロworks 2U 

1833 Ironworks 10(d) 

1830-1880 Texti1e mil1s 2Y2 2U 7Y2 
Notes: 

( a) 'The same as the rate of interest.' 

( b) not straight line， but on value remaining. 

(c)巴xpectsto get: 5% interest 

5~話 depreciation

15% c1ear profit. 

(d) 15%， but that inc1udes int巴reston capita1. 

〔引用)S. Pol1ard， op. cit.， p. 244. [P巴licanp. 284. ] 

五



利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

「
一
一

O
七
八
、
紡
績
企
業
を
営
む
の
に
必
要
な
資
本
額
は
、
あ
な
た

が
綿
花
を
購
入
す
る
信
用
〔
支
払
勘
定
〕
、
及
び
あ
な
た
が
撚
糸
を
販
売

す
る
信
用
〔
受
取
勘
定
)
に
依
存
し
て
い
ま
せ
ん
か
?
疑
い
も
あ
り
ま

(
侃
)

せ
ん
よ
(
傍
点
は
引
用
者
)

と
い
う
証
言
と
、

H
P
Hサ
E
E
U
1
(引
退
し
た
商
人
)
の
証
言

寸
一
一
八
一
、
利
潤
門
率
〕
の
計
算
の
際
に
、
あ
な
た
は
そ
れ
を
工
場

の
時
価
及
び
機
械
の
時
価
に
対
し
て
計
算
し
ま
す
ね
?
私
は
常
に
そ
れ

(
位
)

〔
利
樹
率
〕
を
建
物
及
び
機
械
の
見
積
り
時
価
に
対
し
て
計
算
し
ま
す
。
」

と
を
重
ね
た
場
併
に
は
、
総
資
本
利
益
率
を
思
わ
せ
る
証
言
が
あ
る
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
海
運
業
に
お
け
る
固
定
資
本
に
対
す
る
比
率
と
い
う
事

例
を
も
含
め
ろ
な
ら
ば
|
i
但
し
、
わ
れ
わ
れ
は
海
逗
業
の
事
例
は
例
外

的
な
も
の
と
考
え
る
。
又
‘
海
運
業
に
お
け
る
固
定
資
本
比
率
が
判
明
す

れ
ば
、
海
運
業
に
お
け
る
「
利
潤
率
」
の
意
味
も
よ
り
鮮
明
な
も
の
に
な

ろ
う
。

1

1

利
潤
率
の
分
母
に
は
、
総
資
本
、
自
己
資
本
、
固
定
資
本
の

三
還
り
が
考
え
ら
れ
、
自
己
資
本
利
益
率
の
概
念
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

企
業
一
般
で
は
成
立
し
え
な
い
と
す
る
党
の
推
論
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

総
資
本
利
益
率
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
実
証
と
い
う
面
で
は
、
資
料
上
の
制
約
打
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
内

部
の
構
成
と
い
う
条
件
も
含
め
て
〕
か
ら
未
だ
成
功
し
て
い
な
い
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

正
に
、
リ

i
が
、
一
九
七
五
年
の
時
点
で
〔
イ
ギ
リ
ス
U

会
計
史
学
会

の
成
立
を
報
じ
、

「
会
計
史
学
会
が
未
だ
準
備
段
階
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

五

と
ヴ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
古
い
会
計
記
録
及
び
会
計
に
関
す
る
著
書
の
目

(
似
)

録
作
成
を
す
で
に
計
画
中
で
あ
る
。
」

と
報
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
原
資
料
の
発
掘
・
整
備
は
緒
に
つ
い
た
段
階

で
あ
り
、
利
潤
率
と
資
本
利
益
率
の
異
同
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
一
定
の

結
論
を
下
し
う
る
為
に
は
、
な
お
長
期
に
わ
た
る
個
別
的
事
例
研
究
の
積

み
重
ね
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
付
随
的
な
論
点
を
三
点
程
補
足
し
て
小
稿
を
結
ぶ
こ
と
と
し

た
い
。
第
一
点
は
、
一
般
的
利
潤
率
の
把
握
が
、
一
一
通
り
に
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
直
接
的
に
把
握
す
る
仕
方
で
あ

り
、
』
・
豆
町
田
宮
口
の
い
う
二

O
M
m
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
も
う
一
方
は

業
界
平
均
の
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
一
般
的
利
潤
率
が
獲
得
さ
れ
る
と
暗
黙
に

想
定
し
〔
こ
の
想
定
は
、
綿
紡
績
業
・
海
運
業
に
お
い
て
み
た
と
お
り
、

短
期
的
に
は
必
ず
し
も
常
に
成
立
し
う
る
訳
で
は
な
い
が
〕
、
業
界
平
均

コ
ス
ト
と
自
社
の
コ
ス
ト
と
の
比
較
に
よ
っ
て
超
過
利
潤
を
把
握
し
よ
う

と
す
る
、
い
わ
ば
問
捜
的
な
把
握
の
仕
方
で
あ
り
、
ア
ル
ピ
ュ
ア
ン
製
粉

所
に
お
け
る
ワ
イ
ア
ト
の
計
算
が
こ
れ
に
訟
当
す
る
。
後
者
の
事
例
に
、

(
時
期
は
一
八
八

0
年
代
に
な
る
が
)
ノ

1
ト
ン
(
の
-
H
U
-
z
oえ
B
)
の

(
お
)

製
造
勘
定

B
E
E
H
Z
n
E円
山
口
叫
田
内
円
。
口
三
を
追
加
す
る
事
が
で
き
よ
う
Q

第
二
点
は
、
部
門
別
計
算
、
減
価
償
却
費
の
計
算
を
含
む
精
徹
な
事
前

原
価
計
算
と
、
貧
弱
な
事
後
的
原
価
計
算
〔
素
朴
な
素
備
計
算
〕
の
共
存

(
叫
山
)

に
つ
い
て
の
ポ
ラ

i
ド
の
指
摘
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ポ
ラ
l
ド
の
指
摘

は
、
一
般
化
す
れ
ば
、
か
な
り
進
歩
し
た
管
理
会
計
実
務
と
、
貧
弱
な
財

務
会
計
実
務
と
の
共
存
の
指
摘
で
あ
り
、
こ
の
指
摘
を
媒
介
に
、
い
ま
一



つ
の
視
点
を
据
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
資
本
家
の
願
望

と
し
て
の
〔
第
三
章
第
四
節
で
み
た
よ
う
に
自
己
資
本
利
子
プ
ラ
ス
一

J

二
%
を
下
限
と
し
〕
一
般
的
利
潤
率
を
上
廻
る
と
こ
ろ
の
超
過
利
潤
の
獲

得
と
い
う
自
由
競
争
段
階
に
も
独
占
段
階
に
も
一
応
共
通
な
側
面
〈
例
え

ば
ア
ル
ピ
ュ
ア
ン
製
粉
所
の
約
二

O
必
の
超
過
利
潤
の
予
測
〉
と
、
ア
ル

ピ
ュ
ア
ン
製
粉
所
の
実
績
が
表

mの
よ
う
に
惨
抽
隔
た
る
縫
果
に
終
っ
た
こ

と
、
及
び
製
品
の
価
格
を
所
与
と
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
結

局
、
独
占
的
基
盤
を
形
成
し
え
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
(
独
占
段
階
と
の

異
質
面
)
と
が
、
管
理
会
計
実
務
と
財
務
会
計
実
務
と
へ
そ
れ
ぞ
れ
反
映

期 ナセ=-

1787年

第E四半期 i?382 11 I ム1309

E 3387 

W ム300li m ム1860

1788年
w ム485

ム66 1790年

E ム3686 ム1975

E 不明 E 1731 

N 直 ム6324

w ム6545
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日
刊
山
v

zrla 
期益 11|損

表10

間

利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

〈注〉大河内暁男『産業革命期経営史研究』

P.82.及び o.A. Westworth，“The 
Albion Steam Flour Mill，" Economic 

Hisfoγy， Vol. 2， 1930， pp. 391-394 

し
て
い
る
と
解
さ
れ
う
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
勿
論
、
一
応
共
通
と
し

た
側
面
で
も
、
短
期
的
な
視
点
か
ら
の
、
最
高
限
度
を
有
し
な
い
願
望
値

と
、
ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
一
定
の
〔
巾
の
〕
目
標
資
本
利
益
率

〔
長
期
的
視
点
か
ら
の
最
高
限
度
を
有
す
る
U

と
の
質
的
相
違
を
無
視
し

て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
点
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
計
に
お
け
る
部
門
別
計
算
の

介
在
に
よ
っ
て
、
部
門
別
計
算
の
内
部
に
踏
み
こ
む
こ
と
無
し
に
は
、
企

業
者
利
得
概
念
と
利
益
概
念
と
の
差
異
の
問
題
|
|
白
由
競
争
段
階
に
お

け
る
利
潤
の
費
用
化
の
範
囲
を
確
定
す
る
課
題
|
|
が
深
め
ら
れ
な
い
と

い
う
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
課
題
は
、
独
占
段
階
に
お
け
る
会

計
の
特
質
を
函
き
出
す
上
で
も
重
要
な
論
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
小
稿

で
は
、
こ
の
問
題
の
解
明
が
不
十
分
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
こ

と

を

付

記

し

て

小

括

を

結

ぶ

こ

と

と

す

る

。

(

完

)

ハ
必
)
由
・
可
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-
Z
E
r
o
-
}
・
の
ご
・
百
官
-
M
ω
A
H
M
臼印
-
h
-
u
o
]
円。

ω口
百
日
吋
一
凶
・
〕

ハ
円
引
)
同
月
比
内
同
J

官
E
M
一
山
印
・
門
司
色
目
釘
ロ
唱
-
M
叶
品
・
〕

ハ
組
閣
)
の
・
〉

-
F⑦
0
・
=
叶
『

0
0
0
3
n
o
u件
。
同
司
円
。
ロ
円
H

ロ
ロ
ユ
己
臼
F
〉
。
。
。
ロ
ロ
丘
口
問
・

同
吋
由
。

lMUoc--
円u
・]{由・

(
凶
叩

)

4
・
問
害
-
p
z
p
h子
宮
2.VNE
ミ
ミ
と
~.2~
阿
川
町

S
S
H
-
M
E
z
-
-

司
-
M
∞∞・

(

m
山
〉
印
・

M
M
o
-
-
m
w
E
Y
。
U
・
の
ご
・

H
U
H
Y
N
ω
M
l
I
M印
日
・
〔
司
巴

Hnω
ロ

-uu
・
M
叶
H
i
M
4
日・〕

(
日
〉
回
目
》
日
仏
ニ

H
Y
N
ω
印
・
〔
可
丘
町
。

ωロ
U
N
?
?
〕

ハ
凹
む
大
河
内
暁
男
「
産
業
革
命
期
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
長
期
工
業
金
融
に
つ

て
」
東
大
『
経
済
学
論
集
』
第
四
三
巻
四
号
、
一
九
七
八
年
。
及
び
犬
河
内
暁

一
五
三



利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て

男
『
産
来
革
命
期
経
営
史
研
究
』
第
二
部
第
一
市
参
照
。

ハ
日
)
肘

-
E
5
2・
守

J
E
Sミ
ミ
普
門
皇
室
h
h
s
ミ
ミ
宅
問
主

。喝、、
QH
句、
h
s
b
f
出

H4UFO-ご
何
回
勺
E
V
O
F
h
w
間
三
唱
・
『
世
urω
。
P
F
O白血。ロヨ

]{∞
ω団
司
宮
司
・
品
同
日
山
一
?
?

ハ
ロ
む
印
w

回以。口
ω三・
0
司
・
。
一
了
目
u
・
M
g
・
〔
司
。
-
呂
田
口
百
日
吋
∞
・
〕

(
部
〉
』
吋
昔
、
同
」
や
む
き
同
居
、
史
ミ
内
皇
室
町
凡
な
向
。
活
き
詰
き
ま

3
・

(問山
)

H

H

U

由
民
・
同
)
由
∞
品
・

ハ
W

V

H

司・

c
s
gョ
・
マ
・
め
証
言
五
五
四
入
に
よ
れ
ば
、
「
我
々
は
、
我
々
の

仕
事
の
門
質
問
で
は
「
機
械
の
」
〕
損
粍
に
対
す
る
二
%
鰐
〔
分
母
が
何
か
は

問
題
が
あ
る
。
機
誠
の
取
得
価
格
と
す
れ
ば
こ
の
値
は
低
す
ぎ
よ
う
。
〕
を
控

除
す
る
こ
と
な
し
に
利
益
を
計
算
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
」
公
立
且
-

P
ω
出
・
傍
点
は
引
用
者
。
d

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
又
、
前
出
の
表
6
も

参
照
。

(
回
ω

)

同月比

p
・
MV
・司印日・

ハ
回
〉

H
Z
P
匂司・

m
m
u
・

(
ω
)
H
U
M
P
-
司・

2m-

(引〉

H
E
P
-
旬・品目山岳・

ハm
出〉

H
E
P
-
唱・叶日

(
の
ω

)

証
言
一
一
八
一
単
独
で
は
、
固
定
資
本
に
対
す
る
利
益
の
比
率
の
よ
う
に

見
え
る
。
し
か
し
、
戸
沼
ロ
ロ
O

は
証
雪
口
一
一

O
七
六
で
「
あ
な
た
の
ト
レ
イ

ド
門
綿
業
〕
に
お
け
る
よ
う
な
ト
レ
イ
ド
で
、
建
物
及
び
機
械
に
投
下
き
れ
た

金
額
は
、
年
利
益
に
対
し
て
ど
ん
な
関
連
を
も
ち
ま
す
か
?
私
は
そ
れ
に
正

確
に
答
え
ら
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
」

G
E
P
L
y
g自
・
〉
と
応
答
し
て
お

り
、
固
定
資
本
に
対
す
る
利
畿
の
比
率
を
計
算
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

一
五
四

る
。
又
、
そ
の
上
で
証
言
一
一

O
七
八
〈
前
出
〉
で
資
本
に
流
動
資
本
を
含
め

て
い
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
総
資
本
に
対
す
る
利
益
の
比
率
(
総
資
本
利
益
率
)

を
計
算
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
画
定
資
本
に
対
す
る
利
益
の
比
率
を
計
算
し
て

い
る
の
で
は
な
い
、
と
理
解
し
た
。
そ
れ
故
、
証
言
一
一

O
七
八
と
一
一
八
一

を
こ
こ
で
は
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

ω

)

の
・
〉
円
0
0
・
0
唱・

η
一円

w
u
・∞間・

(
白
山
)
の
-
H
V
-
z
c
ユo
p
M
A
E
H
門町内』
h
a
喜
久
QqH足場、町、黒川町。。
F
F
2
b
h
w
N
h
w
F
O
ロ・

品。
F

H
∞
∞
∞
・
打
席
。
品
目
ロ
〉
・
。
-
F広
2
0
件。
p
h
q針。柄、ミ
s
h
N川吉町足立。
3
H
。

Hub--

〉
日
耳
目
ロ
田
口
吋
ロ
ω
Z
Z
S
M
U
ロヴ
r
r山
口
問
ゎ
。
J
S
ω
少
〔
月
色
ωωEwnr

H
u
g
-
t
u「
河
口
g
o
H
m
ロハ山間

E
話
回
以
官
官
宏
司

ω
品4
・
片
野
一
郎
訳
『
リ
ト
ル

ト
ン
会
計
発
達
史
』
同
文
館
、
一
九
五
二
年
、
四
七
O
t
一一員。

(
日
開
)
印
・
可
。
一
一
由
民
戸
。
唱
・
江
戸
・
司
官
-
M
H
U
M
M
C・門】
UO]
円円印口司・問問、吋・〕

追
記
「
利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て
付
」
の
一
五
一
頁
下
段
三
行
自
と
一
六

。
頁
上
段
五
行
日
で
「
第
一
次
工
場
委
員
会
報
告
書
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
一

次
工
場
委
員
報
告
書
」
の
誤
り
で
す
の
で
訂
正
し
空
す
。




